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通史の成立まで

尾
 

崎
 

康

r

史

記

」

は

も

と

よ

り

通

史

で

あ

る

。

そ

の

本

紀

は

、

五

帝

に

筆

を

起

し

て

司

馬

遷

の

生

き

た

現

代

ま

で

、
時

代

的

、

時

間

的

に

連

続

 

し

て

敍

述

さ

れ

、

し

か

も

表

、

書

、

世

家

、

列

伝

を

通

じ

て

、

政

治

、

社

会

、

文

化

の

諸

事

象

の

連

関

が

考

慮

さ

れ

て

い

る

。

司
馬
遷
が
 

み

ず

か

ら

『
天

人

の

際

を

究

め

、

古

今

の

変

を

通

じ

、

一

家

の

言

を

成

さ

ん

と

欲

す

』

(
漢
書
卷
六
ニ
司
馬
遷
伝
.
報
任
安
書
)

と

し
て
意
図
 

し

た

こ

と

は

、

ほ

ぼ

具

現

さ

れ

た

と

認

め

ら

れ

よ

ぅ

。

し

か

し

な

が

ら

、

唐

の

劉

知

幾

は

、

尋

史

記

疆

宇

遼

闊

、

年

月

遐

長

、

而

分

以

紀

伝

、

散

以

書

表

。

毎

論

家

国

一

政

、

而

胡

越

相

懸

、
敍

君

臣

一

時

、

而

参

商

是

隔

。

此
 

其

為

体

之

失

者

也

。

(
史
通
巻
一
.
六
家
第
一
)

ニ
九
一



ニ
九
ニ

と

こ

れ

を

非

難

す

る

。

歴

史

は

家

国

の

一

政

を

論

じ

、

君

臣

の

一

時

を

敍

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

広

範

な

時

代

、

地

域

、
事
象
を
一

括

し

 

て

取

扱

う

べ

き

で

は

な

く

、

「
史

記

」

は

こ

れ

を

お

か

し

て

扱

う

べ

き

範

囲

を

越

え

た

た

め

に

、

異

質

の

も

の

を

混

同

し

、

同

時

の

も

の

、 

関

連

す

る
も

の

を

分

離

し

、

隔

絶

す

る
な
ど
、

対

象

、

内

容

に

不

均

衡

、

不

統

一

を

招

き

、

歴

史

の

体

を

な
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
 

る
。そ

れ

は

、

「
漢

書

」
が

「
史

記

」

の

あ

と

を

受

け

て

前

漢

一

代

の

み

を

記

録

し

て

か

ら

、

こ

の

断

代

紀

伝

体

が

正

史

と

目

さ

れ

た

か

ら

 

で
あ
る
。

班

固

は

時

の

王

室

を

百

王

の

末

に

列

す

る

こ

と

を

排

し

た

の

で

あ

る

と

も

い

わ

れ

、

以

来

、

目

録

学

の

発

達

と

そ

れ

に

と

も

な

 

う

史

部

の

独

立

と

と

も

に

、

歴

史

は

王

朝

史

で

あ

る

と

の

考

え

が

支

配

的

に

な

り

、

こ

こ

に

通

史

が

否

定

さ

れ

た

。

そ

し

て

、

鄭

樵

や

馬

 

端

臨

ら

宋

代

の

通

史

論

者

に

よ

っ

て

、

会

通

因

仍

の

道

は

絶

え

た

と

非

難

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

一
方
、

「
春

秋

」

の

体

を

襲

っ

て

編

年

体

 

史

の

編

纂

も

あ

い

つ

い

だ

が

、

r

両

漢

紀

」

を

は

じ

め

と

し

て

多

く

は

断

代

史

で

あ

る

。

そ

の

間

に

、

「
帝

王

世

紀

」

な

ど

の

通

史

も

い

く

 

つ
か
あ

ら

わ

れ

、

そ

の

便

利

さ

を

買

わ

れ

た

よ

う

で

あ

る

が

、

ま

た

梁

の

武

帝

が

大

規

模

に

「
通

史

」

の

編

纂

を

企

て

た

が

、

い
ず
れ
も
 

歴

史

と

し

て

さ

し

た

る

評

価

を

得

ら

れ

ず

、

す

く

な

く

と

も

通

史

の

意

義

を

認

識

さ

れ

る

に

い

た

ら

ず

、

亡

佚

し

た

。

魏

晋

南

北

朝

時

代

は

甚

し

い

分

裂

、

交

替

の

時

代

で

あ

っ

た

だ

け

に

、

つ

づ

い

て

隋

唐

は

こ

れ

を

統

一

し

て

大

帝

国

を

築

い

た

だ

け

 

に
、

通

史

の

出

現

が

想

像

さ

れ

る

が

、

r

史

通

」

の

史

記

家

観

に

う

か

が

わ

れ

る

よ

う

に

、

実

際

に

は

そ

の

思

想

も

運

動

も

ほ

と

ん

ど

み

 

ら

れ

な

い

。

よ

う

や

く

宋

代

に

入

っ

て

、

十

一

世

紀

末

に

r

資

治

通

鑑

」
が

成

立

し

、

南

宋

に

く

だ

っ

て

鄭

樵

(
通
志
総
序
)
、

馬
端
臨
 

(
文
献
通
考
総
序
)
が

会

通

史

を

主

張

す

る

に

い

た

る

の

で

あ

る

。

そ

の

会

通

の

義

に

つ

い

て

は

、

し

ば

し

ば

引

か

れ

る

の

で

あ

る

が

、

や

は

り

「
通

志

」
総

序

の

冒

頭

の

一

節

に

も

っ

と

も

明

瞭

に

示

さ

 

て
い
る
。



百

川

異

趨

、

必

会

于

海

、

然

後

九

州

無

浸

淫

之

患

。

万

国

殊

途

、

必

逋

諸

夏

、

然

後

八

荒

無

壅

滞

之

憂

。

会

通

之

義

大

矣

哉

。

自
書

 

契

以

来

、

立

言

者

雖

多

、

惟

仲

尼

以

天

縦

之

聖

、

故

総

詩

書

礼

楽

而

会

于

一

手

、

然

後

能

同

天

下

之

文

、

貫
ニ
帝
三
王
而
通
為
一
 

家

、

然

後

極

古

今

之

変

。

と
。

そ

し

て

、

「
春

秋

」

と

「
史

記

」

と
が

、

古

今

を

貫

通

し

、

万

事

を

統

理

し

て

、

よ

く

相

因

の

義

、

会

通

の

義

を

備

え

た

も

の

と

し

 

て
、

そ

の

通

史

と

し

て

の

価

値

が

よ

う

や

く

認

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

通

史

の

意

味

が

再

認

識

さ

れ

る

ま

で

に

、

実

に

十

数

世

紀

の

年

月

を

要

し

た

。

こ

の

間

の

通

史

の

展

開

の

迹

を

、

ひ
ろ
く
 

類

書

、

史

鈔

、

運

歴

等

の

通

史

的

性

格

を

も

つ

諸

書

を

も

眺

め

、

目

録

そ

の

他

を

検

討

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

考

え

て

み

た

い

と

思

う

。

ニ

漢

唐

の

亡

佚

書

の

な

か

で

、

「
帝

王

世

紀

」

ほ

ど

も

っ

と

も

諸

書

に

引

用

さ

れ

、

か

つ

佚

文

の

集

輯

に

努

力

が

傾

け

ら

れ

た

も

の

は

な

 

い
で
あ
ろ
う
。

「
帝

王

世

紀

」

を

撰

し

た

皇

甫

謐

は

、

晋

の

太

康

三

年

(
二
八
ニ
)

に

六

十

四

才

で

歿

し

て

い

る

が

、

そ

の

著

作

が

お

そ

ら

く

当

時

か

 

ら

博

く

読

ま

れ

、

利

用

さ

れ

た

ら

し

い

こ

と

は

、

現

存

す

る

南

北

朝

以

来

の

諸

注

釈

書

、

類

書

等

に

し

き

り

に

引

用

さ

れ

て

い

る

の

を

み

 

れ
ば
、

容

易

に

想

像

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、
宋

の

裴

駟

の
r

史

記

集

解

」

(
五
帝
本
紀
、
呉
起
列
伝
等
)
、
梁

の

劉

昭

の

「
続
 

漢

志

注

」
(
郡
国
志
)
、

劉

孝

標

の

「
世

説

新

語

注

」
(
言
語
篇
等
)
、

北

魏

の

酈
道

元

の

「
水

経

注

」
、

隋

の

蕭

吉

の

「
五

行

大

義

」
、
虞

世

南

 

の

「
北

堂

書

鈔

」
、

r

调玉

集

」
等

が

あ

り

、
唐

代

に

は

「
五

経

正

義

」
、

「
羣

書

治

要

注

」
、

「
史

記

索

隠

」
、

「
史

記

正

義

」
、

「
後

漢

書

注

」
、 

「
文

選

注

」
、

「
止

観

辅行

伝

宏

決

」
等

に

引

用

さ

れ

、

と

く

に

「
初

学

記

」
、

「
藝

文

類

聚

」

は

量

が

き

わ

め

て

多

い

。

さ
ら
に
大
量
の

ニ
九
三



ニ
九
四

「
太

平

御

覧

」

は
、

す

で

に

北

斉

の

r

修

文

殿

御

覧

」

に

引

か

れ

た

も

の

を

利

用

し

た

と

思

わ

れ

、

そ

の

ま

ま

の

引

用

で

は

な

い

が

、
虞
 

世

南

が

唐

初

に

著

し

た

「
帝

王

略

論

」

の
略
も
、

「
帝

王

世

紀

」

に

拠

る

と

こ

ろ

が

非

常

に

大

き

い

と
認

め

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

こ

の

「
帝

王

世

紀

」

の

輯

佚

書

は

、

「
重

較

説

郛

」
(
局
第
五
九
)
に

は

じ

ま

り

、

清

の

王

謨

(
四
一
巻
.
漢
唐
地
理
書
鈔
)
、

顧

観

光

(
指
海
 

第
六
集
)
、
宋

翔

鳳

(
一
〇
巻

.
訓
纂
堂
叢
書
)
、

銭

保

塘

(
同
補
遺
、
続
考
、
考
異
)
等

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

た

。

さ

ら

に

張

樹

、
王

仁

俊

の

輯

 

本

が

上

海

図

書

館

に

蔵

せ

ら

れ

、

臧

庸

の

も

の

が

清

代

昆

陵

書

目

に

著

録

さ

れ

る

と

い

ぅ

(
徐

宗

元

.
帝
王
世
紀
輯
存
自
序
)
。

こ
れ
ら
を
集
 

成

し

、
補

正

し

た

も

の

が

徐

宗

元

氏

の

「
帝

王

世

紀

輯

存

」

(
一
九
六
四
年
.
中
華
書
局
)

で
、

自

皇

古

至

五

帝

、
夏

、
殷

商

、
周

、
列

国

、 

秦

、

漢

、
魏

、

星

野

及

歴

代

墾

田

戸

口

数

、

余

存

の

十

巻

に

分

た

れ

、

本

文

が

A5
版

一

二

四

頁

に

の

ぼ

る

。

こ
れ
は
漢
籍

に

み

え

る

も

 

の

を

ほ

ぼ

網

羅

し

た

と

思

わ

れ

、

佚

存

書

も

「
五

行

大

義

」
、

r

瑪

玉

集

」
、

r

羣

書

治

要

」

な
ど

、

「
佚

存

叢

書

」

(徐
氏
は
知
不
足
斎
—

に
 

よ
る
)
、

「
古

逸

叢

書

」
、

「
四

部

叢

刊

」

に

収

め

ら

れ

た

も

の

は

採

り

、

国

書

で

は

r

箋

注

倭

名

類

聚

抄

」
を

利

用

し

い

る

が

、

な
お
佚
存
 

書

、

日

本

人

の

漢

籍

注

釈

書

や

漢

籍

古

写

本

の

書

入

れ

の

一

部

な

ど

に

、

か

な

り

の

佚

文

が

見

出

さ

れ

る

。

輯

佚

書

と

し

て

は

、

異
例
の
 

分

量

を

擁

す

る

も

の

と

レ

え

よ

ぅ

。

「
帝

王

世

紀

」

は
、

r

隋

書

」
経

籍

志

の

史

部

雑

史

に

^
^

#
^

+
^

1

皇
甫
謐
撰
起
三
皇
尽
漢
魏

と

著

録

さ

れ

る

。

「
旧

唐

書

」
経

籍

志

、

「
新

唐

書

」
藝

文

志

は

「
帝

王

代

記

」

と

世

字

を

避

け

る

が

、

「
晋

書

」
皇

甫

謐

伝

(
巻
五
一
)
、 

「
宋

書

」
藝

文

志

等

に

は

「
帝

王

世

紀

」

と

あ

り

、

ま

た

「
史

記

正

義

」
、

「
後

漢

書

注

」
、

「
史

通

」
等

は

「
帝

王

紀

」

と

い

い

、

「

调玉
 

集

」

は

「
帝

王

世

家

」

と
、

「
北

堂

書

鈔

」

の

一

部

(
巻

一

五
八
)
に

「
帝

王

世

説

」

と
、

「
太

平

御

覧

」

の

一

部

(
巻
七
八

S

に

「
皇
王
 

世

紀

」

と
、

「
五

行

大

義

」
、

「
北

堂

書

#

」
等

は

単

に

「
世

紀

」

と

称

し

て

い

る

。

巻

数

に

つ

い

て

は

多

く

十

巻

と

伝

え

ら

れ

、

S
史

」



藝

文

志

に

の

み

九

巻

と

み

え

る

の

は

、

唐

宋

の

際

に

欠

本

と

な

っ

た

か

ら

で

あ

ろ

う

。

そ

し

て

、
宋

の

南

渡

の

こ

ろ

に

亡

佚

し

た

も

の

か

 

と

思

わ

れ

る

。

成

立

は

、

「
玉

海

」
巻

四

十

七

の

引

く

「
中

興

館

閣

書

目

」

に
、

晋

正

始

初

、

安

定

皇

甫

謐

撰

、

以

漢

紀

残

欠

、

始

博

案

経

伝

、

旁

観

百

家

、

著

帝

王

世

紀

、

并

年

歴

合

十

二

篇

、

起

太

昊

迄

漢

献

 

帝

。

と

あ

る

も

の

の

、

正

始

(
ニ
四
〇
|

ニ
四
八
)

は

魏

の

斉

王

芳

の

年

号

で

、

そ

の

初

年

に

皇

甫

謐

二

十

六

才

で

あ

り

、

佚

文

に

そ

れ

よ

り

 

後

の

高

貴

卿

公

、

陳

留

王

、

常

道

卿

公

の

記

事

も

あ

る

か

ら

(
太
平
御
覧
九
四
皇
王
部
、
北
堂
書
鈔
四
八
•
初
学
記
九
帝
王
部
)
、

晋

初

の

泰

始

 

(
ニ
六
五
丨
ニ
七
四
)
の

誤

り

で

あ

ろ

う

か

。

皇

甫

謐

が

「
年

歴

」

を

著

し

た

こ

と

は

、

「
晋

書

」
本

伝

、

両

唐

志

等

に

み

え

、

両

唐

志

は

こ

れ

を

六

巻

と

し

、

ま

た

「
帝

王

代

紀

」 

十

巻

の

ほ

か

に

、

「
帝

王

代

紀

」

十

六

巻

と

も

著

録

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

佚

文

が

に

明

ら

か

な

よ

う

に

、

「
帝

王

世

紀

」

が
漢
の

献

帝

に

 

迄

る

と

い

う

の

も

誤

り

で

、

隋

志

の

い

う

漢

魏

に

尽

き

る

の

が

実

際

で

あ

ろ

う

。

そ

の

佚

文

を

「
帝

王

世

紀

輯

存

J

に

つ

い

て

み

る

と

、

三

皇

五

帝

夏

殷

周

の

記

事

が

過

半

を

占

め

る

。

こ

れ

は

「
太

平

御

覧

」
皇

王

部

 

(
巻
七
八
丨
九
三
)
に

こ

の

「
帝

王

世

紀

」
が

も
っ
と
も
多

く

採

用

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

、

と

く

に

三

皇

に

つ

い

て

は

、

ほ
と

ん

ど

そ

の

冒

 

頭

に

掲

げ

ら

れ

て

記

事

の

中

心

を

な

し

、

五

帝

以

後

は

「
史

記

」

に

次

ず

る

が

、

量

的

に

は

こ

れ

を

凌

ぐ

場

合

が

多

い

。

秦

漢

魏

に

い

た

 

る
と

、

さ

す

が

に

散

見

の

程

度

に

減

少

す

る

が

、

そ

れ

で

も

魏

の

陳

留

王

ま

で

か

な

り

纒

ま

っ

た

記

事

が

収

め

ら

れ

て

い

る

。

r

藝

文

類

 

聚

」
、

「
初

学

記

」

も

帝

王

部

の

記

事

の

中

心

は

や

は

り

「
帝

王

世

紀

」

で
、

と

く

に

「
初

学

記

」
(巻
九
)

の

太

昊

庖

犠

氏

か

ら

魏

氏

ま

で

 

は
、

完

全

に

こ

の

書

に

拠

っ

て

い

る

と

い

っ

て

よ

い

。

冒

頭

に

も

述

べ

た

よ

う

に

、

六

朝

か

ら

唐

に

か

け

て

、

こ

の

書

が

広

く

用

い

ら

れ

ニ
九
玉



ニ
九
六

か

つ

相

当

に

重

宝

さ

れ

た

こ

と

が

窺

わ

れ

よ

う

。

「
晋

書

」
本

伝

に

、

皇

甫

謐

撰

の

「
帝

王

世

紀

」
、

「
年

歴

」
、

「
高

士

伝

」
、

「
逸

士

伝

」
、 

「
烈

女

伝

」
、

r

玄

晏

春

秋

」
が

と

も

に

世

に

重

ん

ぜ

ら

れ

た

と

あ

る

と

お

り

で

あ

る

。

さ

て

、

そ

の

記

事

の

内

容

は

、

佚

文

が

主

と

し

て

類

書

の

帝

王

部

か

ら

採

集

さ

れ

た

だ

け

に

、

書

名

の

よ

う

に

歴

代

帝

王

の

事

蹟

が

述

 

ベ

ら

れ

て

い

る

。

紀

年

の

明

ら

か

な

も

の

も

あ

っ

て

、

そ

れ

が

本

紀

の

体

を

な

し

て

い

る

こ

と

を

示
す

。

す

な

わ

ち

帝

王

の

年

代

記

で

あ

 

っ
て
、

太

古

か

ら

魏

に

い

た

る

通

史

な

の

で

あ

る

。

隋

志

以

下

、

多

く

は

雑

史

類

に

列

し

て

い

る

が

、
宋

志

が

編

年

類

に

入

れ

て

い

る

こ

 

と

は

、

必

ず

し

も

妥

当

で

は

な

い

に

し

て

も

、

そ

の

体

に

近

い

こ

と

を

も

の

が

た

り

、

徐

宗

元

が

そ

の

輯

存

の

自

序

に

い

う

よ

う

に

分

類

 

し

て

篇

を

為

し

て

い

る

と

は

、

認

め

が

た

い

。

当

時

、

編

年

史

と

し

て

は

r

両

漢

紀

」
が

読

ま

れ

て

い

た

で

あ

ろ

う

が

、

こ
れ
に
帝
紀
と
 

し

て

の

要

素

を

更

に

強

調

し

た

も

の

と

み

て

よ

か

ろ

う

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

「
帝

王

世

紀

」

の

最

大

の

特

徴

は

、

三

皇

五

帝

以

来

の

通

史

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

。

史

記

は

も

と

よ

り

通

史

で

あ

 

っ
た
が
、

一

に

は

r

史

記

」

の

除

外

し

た

三

皇

を

補

い

、

ま

た

、

「
漢

書

」
、

「
後

漢

書

」
、

「
三

国

志

」

の

時

代

を

経

て

、

近
三
百

余

年

を

 

も

包

括

し

た

全

史

を

総

覧

し

う

る

必

要

性

が

生

じ

て

い

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

し

か

も

そ

の

内

容

は

、
史

鈔

と

し

て

の

性

格

の

濃

い

も

の

で

あ

る

が

、

「
太

平

御

覧

」
皇

王

部

の

主

要

記

事

と

な

っ

た

よ

う

に

、

か
な
 

り

豊

富

な

う

え

に

、

整

理

し

、

要

約

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

個

々

の

帝

王

の

略

伝

に

つ

い

て

も

そ

う

で

あ

り

、

ま
た
た
と
 

え

ば

各

王

朝

の

末

尾

に

か

な

ら

ず

自

黄

初

元

年

至

禅

晋

之

歳

、

凡

五

帝

四

十

五

年

、

文

帝

一

、

明

帝

ニ

、

廃

帝

斉

王

三

、

廃

帝

高

貴

郷

公

四

、

元

帝

五

。

の

よ

う

に

纒

め

て

、

読

者

の

便

宜

を

考

慮

し

て

い

る

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

。

十

卷

と

い

う

の

も

、

そ

れ

に

ふ

さ

わ

し

い

卷

数

で

あ

ろ

う

。



三

当

時

は

よ

う

や

く

史

学

が

独

立

す

る

風

潮

に

あ

っ

て

、

修

史

が

頻

繁

に

行

な

わ

れ

た

。

そ

の

中

心

は

い

う

ま

で

も

な

く

 

r

史

記

」

以
来
 

の

紀

伝

体

史

で

あ

っ

て

、

正

史

の

位

置

を

確

保

し

つ

つ

あ

り

、

一
方
、

「
春

秋

」

以

後

や

や

閑

却

気

味

で

あ

っ

た

編

年

体

の

特

質

が

、

再
 

認

識

さ

れ

て

、

編

年

の

良

史

も

相

次

い

で

生

ま

れ

て

い

た

。

そ

し

て

そ

の

い

ず

れ

も

が

、

断

代

を

正

統

な

形

体

と

し

た

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

た

い

し

雑

史

は

、

隋

志

に

よ

れ

ば

、

た

と

え

ば

後

漢

の

趙

曄

の

「
呉

越

春

秋

」

の

ご

と

き

、

そ

の

属

辞

比

事

は

「
春

秋

」
、

r

史
 

記

」
、

「
漢

書

」

に

似

ず

、

率

爾

の

作

で

あ

っ

て

、

史

書

と

し

て

の

体

を

な

し

て

い

な

い

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

後

漢

末

来

の

争

乱

で

史

官

 

の

記

録

が

不

備

と

な

る

の

を

お

そ

れ

た

博

達

の

土

が

、

い

ろ

い

ろ

な

立

場

、

目

的

で

見

聞

を

書

き

と

め

た

も

の

、

あ

る

い

は

旧
史
を
別
の
 

目

的

で

編

集

し

な

お

し

て

一

書

に

し

た

て

た

も

の

な

ど

で

、

人

皇

以

来

の

通

史

、

近

代

の

み

の

断

代

史

と

形

式

も

雑

多

で

あ

り

、

記
事
に
 

も

委

巷

の

説

を

含

み

、

迂

怪

妄

誕

、

真

偽

の

ほ

ど

の

測

り

が

た

い

も

の

が

あ

る

と

い

う

。

た

だ

、

そ

の

多

く

は

帝

王

に

関

す

る

記

事

を

中

 

心

に

し

て

一

般

に

も

及

ん

で

お

り

、

か

な

り

広

汎

に

わ

た

っ

て

採

録

し

、

し

か

も

要

点

を

衝

い

た

も

の

も

少

く

な

い

と

し

て

、

こ
の
分
類
 

を

設

け

て

い

る

。

「
帝

王

世

紀

」

は
、

記

事

の

内

容

が

迂

誕

で

あ

っ

た

と

は

思

え

な

い

が

、

紀

伝

体

で

な

く

て

編

年

と

も

つ

か

ず

、

そ

の

高

い

利

用

価

値

 

か

ら

み

て

、

ま

さ

に

こ

の

雑

史

の

典

型

と

み

ら

れ

る

。

体

裁

は

、

三

皇

に

遡

っ

て

の

通

史

で

あ

る

だ

け

に

、

旧

史

を

鈔

撮

し

た

も

の

で

あ

 

る

こ

と

も

事

実

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

各

史

各

代

の

要

所

を

採

り

、

そ

れ

ら

を

巧

み

に

調

整

し

て

、

利

用

に

便

な

ら

し

め

た

こ

と

は

、

よ
 

く

時

代

の

要

求

に

応

え

た

も

の

と

い

え

る

。

史

鈔

類

と

い

う

類

目

が

設

け

ら

れ

た

の

は

「
宋

史

」
藝

文

志

か

ら

で

、

著

録

書

も

『
馬

史

精

略

二

十

巻

、
趙

世

逢

両

漢

類

要

二

十

巻

、

ニ
九
七



ニ
九
八

周

護

三

史

菁

英

三

十

巻

、

…
』

と

あ

る

よ

う

に

各

史

の

鈔

撮

で

あ

り

、

高

似

孫

の

「
史

略

」

は
、

「
史

記

鈔

」
、

「
漢

書

鈔

」

の
ご
と
く
、 

鈔

の

つ

く

も

の

の

み

を

史

鈔

と

し

て

い

る

。

「
帝

王

世

紀

」

は

こ

れ

ら

と

は

や

や

異

な

り

、

宋

志

に

お

い

て

も

編

年

類

に

属

し

て

史

鈔

に

 

含

ま

れ

な

い

の

で

あ

る

が

、

「
帝

王

世

紀

」

は

す

ぐ

れ

た

史

鈔

と

し

て

の

性

格

の

故

に

、

南

北

朝

隋

唐

に

お

い

て

重

ん

じ

ら

れ

た

の

で

あ

 

る
。

当

時

、

三

史

の

ご

と

き

は

土

人

の

必

読

す

べ

き

も

の

で

あ

っ

た

が

、

類

書

が

出

現

し

、

盛

行

し

た

の

と

お

な

じ

理

由

で

、

史

鈔

の

需

 

要

も

増

加

し

て

行

っ

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

史

部

が

独

立

し

、

修

史

が

頻

繁

に

行

な

わ

れ

た

気

運

が

、

ま

た

そ

れ

を

助

長

し

た

に

ち

が

い

な

ヽ
o

V

そ

れ

は

、

ま

ず

r

史

記

」

を

要

略

す

る

と

い

う

形

で

現

れ

た

。

後

漢

初

の

建

武

の

中

ご

ろ

の

桂

陽

太

守

衛

颯

(
後
漢
書
巻
七
六
循
吏
伝
) 

の

「
史

要

」

十

巻

(
両
唐
志
は
史
記
要
伝
)
は
、

r

史

記

」

を

要

約

し

、

類

を

以

て

分

っ

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

(
隋
志
)
。

続

い

て

r

史

記

」 

の

時

代

を

越

え

て

、

衛

颯

に

や

や

遅

れ

る

と

思

わ

れ

る

会

稽

の

周

長

生

が

、

黄

帝

か

ら

前

漢

朝

に

い

た

る

通

史

十

篇

を

著

わ

し

て

「
洞
 

歴

」

と

い

っ

た

こ

と

が

「
論

衡

」
に

み

え

、

王

充

は

周

長

生

の

才

能

と

こ

の

書

と

を

高

く

評

価

し

て

い

る

(
超
奇
篇
、
案
書
篇
)
。

こ

の

「
洞
 

歴

」

も

十

篇

で

あ

る

が

、

記

事

は

か

な

り

詳

細

を

き

わ

め

た

も

の

の

ご

と

く

、

r

史

記

」

の
表
、

紀

と

似

た

形

式

で

あ

る

と

い

う

か

ら

編

 

年

体

に

近

く

、

お

そ

ら

く

は

「
帝

王

世

紀

」

に

類

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

後

漢

朝

が

亡

び

る

と

す

ぐ

に

、

三

史

を

纒

め

た

「
三

史

略

」
が

著

わ

さ

れ

た

。

隋

志

に

「
三

史

略

二

十

九

巻

」

と
、

両

唐

志

に

「
三
史
 

要

略

三

十

巻

」

と

あ

る

が

、

呉

の

太

子

太

傅

張

温

(
三
国
志
卷
五
七
呉
志
卷
ニ
ー
)
の
撰
で
、

孫

権

が

帝

を

称

す

る

以

前

に

成

立

し

た

も

の

 

と

思

わ

れ

る

。

r

史

記

」
、

「
漢

書

」
、

「
東

観

漢

紀

」

を

そ

れ

ぞ

れ

十

卷

づ

つ

に

要

略

し

、

紀

伝

体

を

踏

襲

し

た

も

の

か

、

本
伝
そ

の

他

に

 

記

載

が

な

く

て

詳

か

で

な

い

。

そ

れ

を

さ

ら

に

簡

略

に

し

た

と

思

わ

れ

る

の

が

、
韋

昭

の

「
洞

紀

」

四

巻

(
隋

志

.
新
唐
志
)
で
あ
る
。

隋

志

に

『
記

庖

犠

已

来

至

漢

建



安

二

十

七

年

』

と

注

さ

れ

る

の

は

、

孫

権

が

黄

武

元

年

九

月

に

年

号

を

立

て

る

ま

で

を

漢

の

建

安

と

し

、

そ

の

継

承

を

意

味

づ

け

よ

う

と

 

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

さ

ら

に

、

「
三

国

志

」

呉

志

卷

二

十

の

本

伝

(
韋
曜
伝
)

に
、

(
孫

皓

)

収

曜

付

獄

、

是

歳

鳳

皇

ニ

年

也

。

…

…

上

聞

、

囚

昔

見

世

間

、

有

古

歴

注

、

其

所

紀

載

、

既

多

虚

無

、
在

書

籍

者

、

亦
 

復

錯

謬

。

囚

尋

按

伝

記

、

考

合

異

同

、

采

摭耳

目

、

所

及

以

作

洞

紀

。

起

自

庖

犠

至

於

秦

漢

、

凡

為

三

巻

。

当

起

黄

武

以

来

、

別

作

 

一
巻
、

事

尚

未

成

。

…

…

と

あ

っ

て

、

巻

数

の

問

題

は

あ

る

も

の

の

、

秦

漢

ま

で

は

韋

昭

の

誅

せ

ら

れ

た

鳳

皇

ニ

年

(
ニ
七
三
)

の

直

前

に

成

立

し

た

こ

と

と

と

も

 

に
、

後

漢

の

建

安

か

ら

呉

の

黄

武

お

よ

び

そ

れ

以

後

へ

の

通

史

を

企

画

し

た

こ

と

が

知

れ

る

の

で

あ

る

。

三

国

が

分

立

す

れ

ば

、

当
然
の
 

こ

と

と

し

て

正

統

論

が

生

ず

る

が

、

呉

に

し

て

も

そ

の

主

張

は

な

さ

れ

る

べ

き

で

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

著

者

の

上

奏

に

旧

書

 

の

誤

謬

を

訂

し

た

と

い

う

も

の

で

も

、

わ

ず

か

な

卷

数

で

あ

り

(
旧
唐
志
は
九
巻
に
つ
く
る
)
、

r

史

通

」

に

み

え

る

よ

う

に

(
表
歴
第
七
)
、 

編

年

雑

記

な

い

し

は

年

表

程

度

の

規

模

、

形

式

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

な

お

、
南

斉

の

臧

栄

緒

に

「
続

洞

紀

」

一
巻
の
あ
っ
た
こ
と
が
 

隋

志

に

み

え

る

が

、

こ

れ

が

韋

昭

の

未

完

成

に

お

わ

っ

た

黄

武

以

後

を

収

め

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

臧

栄

緒

は

、

名

著

と

称

さ

れ

る

r

晋
 

書

」
百

十

巻

の

撰

者

で

あ

る

か

ら

、

こ

の

ニ

代

の

要

約

も

的

確

で

あ

っ

た

か

と

思

わ

れ

る

が

、

こ

の

「
続

洞

紀

」

に
な
に
を
意
図
し
た
の
 

か

は

、

原

書

の

伝

わ

ら

な

い

現

在

、

一
切
が
不
明
で
あ
る
。

こ

れ

ら

の

諸

史

の

基

礎

の

上

に

、

「
帝

王

世

紀

」

は

編

纂

さ

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

基

本

的

に

は

、

「
史

記

」
、

「
漢

書

」
、

「
東

観

漢

 

紀

」

の

三

史

の

略

に

、

魏

な

い

し

は

三

国

を

加

え

た

も

の

で

あ

る

。

隋

志

に

雑

史

に

編

入

さ

れ

て

い

る

か

ら

、

紀

伝

体

で

は

な

か

っ

た

 

が

、

そ

れ

は

時

代

が

長

期

に

わ

た

っ

て

適

当

で

な

い

た

め

で

、

「
洞

紀

」

な

ど

を

参

考

と

し

、

巻

数

、

形

式

と

も

に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

を

 

選

ん

だ

の

で

あ

ろ

う

。

来

奥

の

「
帝

王

本

紀

」

十

巻

(
隋
志
、
両
唐
志
)
、
何

茂

林

の

「
続

帝

王

世

紀

」

十

巻

(
隋
志
、
両
唐
志
)
、
そ
れ
に
包

ニ
九
九



三
〇
〇

犠

よ

り

起

っ

て

晋

に

至

る

と

い

う

吉

文

甫

の

「
十

五

代

略

」

は
、

隋

志

に

み

え

る

一

巻

で

な

く

て

両

唐

志

の

い

う

十

巻

か

と

思

わ

れ

る

 

が

、

い

ず

れ

も

さ

ら

に

次

の

時

代

を

も

収

め

る

た

め

に

編

纂

さ

れ

た

も

の

の

、

形

式

は

ほ

ぼ

同

様

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

は

す

べ

て

唐

宋

の

間

に

亡

佚

し

た

。

手

頃

な

通

史

と

し

て

利

用

さ

れ

た

が

、

後

世

に

残

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

の

で

 

あ
る

。

「
帝

王

世

紀

」

も

大

い

に

利

用

価

値

が

あ

っ

て

、

利

用

さ

れ

た

部

分

は

利

用

し

た

書

と

と

も

に

残

っ

た

が

、

そ
れ
.自

体

は

残

ら

な

 

か

っ

た

。

そ

れ

は

、

雑

史

な

い

し

は

史

鈔

以

上

の

も

の

で

な

か

っ

た

か

ら

、

と

い

う

こ

と

に

尽

き

る

で

あ

ろ

う

。

四

三

国

の

鼎

立

は

、

正

統

の

問

題

を

生

む

。

陳

寿

の

「
三
国
志
」

を

は

じ

め

、

お

そ

ら

く

は

「
帝

王

世

紀

」

も

含

め

て

、

多
く
は
後
漢
の
 

禅

譲

を

え

た

魏

を

正

統

と

認

め

た

が

、

呉

、

蜀

に

と

っ

て

も

、

み

ず

か

ら

を

主

張

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

が

当

然

で

あ

ろ

う

。

そ
れ
が
通
史
の
 

形

を

と

っ

て

表

現

さ

れ

る

の

も

、

あ

り

う

る

こ

と

で

あ

る

。

吳

の

韋

昭

の

「
洞

紀

」

四

巻

が

、

庖

犠

か

ら

筆

を

起

し

、

後

漢

が

魏

に

譲

っ

た

建

安

二

十

五

年

を

越

え

て

、

孫

権

が

黄

武

の

年

号

を

た

 

て

た

二

十

七

年

ま

で

こ

れ

を

続

け

た

の

は

、

そ

の

建

元

が

火

徳

か

ら

土

徳

へ

連

な

る

こ

と

を

示

し

た

と

お

り

、

漢

か

ら

呉

へ

の

継

承

を

正

 

統

づ

け

よ

う

と

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

そ

し

て

、

黄

武

以

後

に

つ

い

て

も

一

巻

を

著

わ

そ

う

と

し

た

が

、

罪

に

坐

し

て

成

ら

な

か

っ

た

。

臧

栄

緒

の

「
続

洞

紀

J
1

巻

は

、

「
洞

紀

」

と

い

い

、

続

と

い

う

以

上

は

、

韋

昭

の

「
洞

紀

」

を

継

ぐ

通

史

で

、

呉
か
ら
晋
以

降

に

い

 

た

る

も

の

と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

、

韋

昭

は

呉

郡

雲

陽

の

人

で

、

後

漢

か

ら

呉

に

仕

え

た

も

の

の

、

南

斉

の

臧

栄

緒

が

東

竞宮

(
山
東
青
 

州
)
の

人

に

し

て

、

呉

の

正

統

観

を

ど

れ

だ

け

認

識

し

て

い

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

正
一
統
論
に
つ
い
て
は
、

そ

の

祖

と

称

さ

れ

る

東

晋

の

習

鑿

歯

の

r

漢

晋

春

秋

」

五

十

四

卷

(
両

唐

志

.
本
伝
、
隋
志
は
漢
晋
陽
秋
四
七
巻
)



が

あ

る

。

こ

れ

も

佚

書

で

あ

る

が

、

後

漢

の

光

武

帝

か

ら

西

晋

の

愍

帝

ま

で

の

、

つ
ま
り
後
漢
、

三
国

、

西
晋
の

三

代

の

通

史

で

あ

っ

 

て
、

当

時

、

か

れ

を

重

用

し

た

桓

温

が

東

晋

の

篡奪

を

企

て

て

い

た

の

を

戒

め

る

た

め

に

書

か

れ

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

「
晋

書

」
卷
八
十
 

ニ

習

鑿

歯

伝

に

よ

れ

ば

、

三

国

に

お

い

て

は

、

蜀

が

宗

室

で

あ

る

か

ら

こ

れ

を

正

統

と

し

、
魏

の

武

帝

は

漢

の

禅

を

受

け

て

も

な

お

篡逆

 

で

あ

っ

て

、

文

帝

(
司
馬
昭
)
が

蜀

を

平

げ

た

と

き

に

、

は

じ

め

て

漢

が

亡

ん

で

晋

が

興

っ

た

も

の

と

考

え

、

世

祖

(
武
帝
)

の
請
の
炎
は
 

漢

の

禅

受

を

得

る

こ

と

を

天

心

が

明

ら

か

に

示

し

て

い

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

。

そ

し

て

、

そ

の

正

統

論

は

、

『
皇

晋

宜

越

魏

継

漠

不

応

 

以

魏

後

為

三

恪

』

と

し

て

、

臨

終

の

際

の

上

疏

に

み

え

る

が

、
「
世

説

新

語

」

の

注

(
文
学
篇
第
四
)
が

、
「
鑿

歯

集

」
を

引

い

て

つ

ぎ

の

よ

 

う

に

要

約

し

て

い

る

。

静

漢

末

累

世

之

交

争

、
廓

九

域

之

蒙

晦

、

大

定

千

載

之

盛

功

者

、

皆

司

馬

氏

也

。

若

以

魏

有

代

王

之

徳

、

則

不

足

、

有

静

乱

之

功

、 

則

孫

劉

鼎

立

共

王

。

秦

政

猶

不

見

敍

於

帝

王

、

況

踅制

数

州

之

衆

哉

。

且

漢

有

係

周

之

業

、

則

晋

無

所

承

魏

之

迹

矣

。

春

秋

之

時

、 

呉

楚

称

王

、
若

推

有

徳

、

彼

必

自

係

於

周

、

不

推

呉

楚

者

也

。

況

長

轡

廟

堂

、

呉

蜀

両

定

、

天

下

之

功

也

。

す

な

わ

ち

、

漢

が

統

制

を

失

っ

た

あ

と

、

三

国

が

鼎

時

し

た

が

、

実

は

戦

乱

の

時

代

で

あ

っ

て

、

曹

魏

は

、

い
ま

だ

か

つ

て

一

日

た

り

 

と
も
'天

下

の

主

と

な

り

え

ず

、

王

道

の

足

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

た

い

し

、

晋

は

宣

帝

(
司
馬
懿
)
以

来

、
魏

の

配

下

に

雌

伏

し

 

つ
つ
も
、

実

力

は

魏

氏

を

制

し

、

功

業

著

し

い

も

の

が

あ

り

、

武

帝

に

い

た

っ

て

、

つ

い

に

呉

を

併

せ

て

宇

宙

を

混

一

し

、

四
海
を
乂
清
 

し

た

こ

と

は

、

ニ

漢

に

軌

を

同

じ

う

し

、

そ

の

勲

功

は

も

っ

て

王

た

る

に

足

る

も

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

晋

は

直

接

に

漢

を

継

ぐ

も

 

の
で
、

周

が

虞

夏

殷

の

三

朝

を

敬

し

た

よ

う

に

は

、

両

漠

に

魏

を

含

め

て

三

恪

と

す

べ

き

で

は

な

い

と

主

張

し

、

ま

し

て

桓

温

が

、

衰
え
 

た

り

と

は

い

え

そ

の

晋

を

奪

お

う

と

す

る

の

を

非

な

り

と

暗

示

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

r

漢

晋

春

秋

」

の

輯

本

は

、
清

の

湯

球

が

三

巻

に

纒

め

た

が

、

こ

の
佚

文

を

も

っ

て

し

て

は

習

鑿

歯

の

撰

述

の

目

的

を

読

み

と

る

こ

と

三
〇

一



三
〇

ニ

が

で

き

な

い

。

し

か

し

、

こ

の

書

が

ま

ず

後

漢

の

再

興

を

述

べ

、

こ

れ

に

三

国

、

西

晋

と

続

け

て

司

馬

氏

の

功

績

を

説

き

、

三
代
の
通
史
 

を

も

っ

て

独

特

の

正

統

論

を

展

開

し

た

こ

と

が

推

察

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

東

晋

か

ら

南

朝

へ

の

継

承

は

、

北

方

の

夷

狄

王

朝

に

た

い

し

て

、

漢

人

国

家

と

し

て

当

然

の

主

張

で

あ

ろ

う

。

次

節

に

述

べ

る

梁

の

武

 

帝

の

「
通

史

」

は
、

三

皇

か

ら

南

斉

ま

で

の

紀

伝

体

史

で

あ

る

が

、
魏

晋

南

朝

を

正

統

と

し

、

呉

、

蜀

は

世

家

に

入

れ

、

お

そ

ら

く

五

胡

 

の

諸

国

と

と

も

に

、

北

魏

は

夷

狄

伝

に

列

し

た

と

い

わ

れ

る

。

一
方
、

北

朝

に

お

い

て

も

そ

れ

な

り

の

主

張

が

あ

ろ

う

。

い
ま
、

そ

れ

を

明

瞭

に

も

の

が

た

る

通

史

の

残

存

を

み

な

い

が

、

「
太

平

御

 

覧

」
皇

王

部

が

魏

、

両

晋

の

後

に

北

朝

を

続

け

、

蜀

、

呉

と

と

も

に

、

五

胡

の

十

五

国

と

南

朝

を

偏

覇

部

に

収

め

て

い

る

の

は

、

北
魏
の
 

「
科

録

」
、

北

斉

の

r

修

文

殿

御

覧

」

と

い

う

史

籍

と

し

て

の

要

素

も

濃

い

と

い

わ

れ

る

類

書

の

分

類

を

、

そ

の

ま

ま

踏

襲

し

た

か

ら

で

 

は

な

い

か

と

想

像

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

r

修

文

殿

御

覧

」

の

後

の

時

代

に

つ

い

て

、

西

魏

、
北

周

を

採

っ

て

、

そ

の

北

斉

を

偏

 

覇

部

に

退

け

て

い

る

の

は

、

隋

唐

以

後

の

正

統

観

な

の

で

あ

ろ

う

。

五

こ

の

ょ

う

な

史

鈔

風

の

通

史

は

、

南

朝

以

後

も

、

王

朝

の

交

替

が

は

げ

し

い

だ

け

に

、

引

続

い

て

存

在

し

た

も

の

か

と

思

わ

れ

る

。

陶
 

弘

景

の

「
帝

王

年

暦

」

五

巻

と

い

う

年

表

風

の

も

の

か

ら

、

お

そ

ら

く

は

「
帝

王

世

紀

」

に

似

た

劉

綃
の

「
先

聖

本

紀

」

十

巻

、

廋和

之

 

の

「
歴

代

記

」

三

十

ニ

巻

(
両
唐
志
は
三
〇
巻
)
、

姚

恭

の

「
年

暦

帝

紀

」

三

十

巻

の

類

で

あ

る

。

こ

れ

は

北

朝

に

お

い

て

も

同

様

で

、

清
 

の

張

鵬

一

の

r

隋

書

経

籍

志

補

」

の

指

摘

に

ょ

れ

ば

、

後

魏

で

は

劉

晒

の

「
三

史

略

記

」
百

三

十

篇

八

十

四

巻

、

元

延

明

の

「
帝

王

世

紀

 

注

」
、

任

城

王

順

の

「
帝

録

」

二
十
巻
、

ま

た

燕

国

平

恆

の

「
帝

王

略

注

」

百

篇

な

ど

が

あ

っ

た

。



と

こ

ろ

が

梁

の

武

帝

の

晚年

に

、

武

帝

み

ず

か

ら

中

心

と

な

っ

て

「
通

史

」

の

編

纂

が

行

な

わ

れ

る

に

及

び

、

あ

ら

た

な

傾

向

を

生

ず

 

る

に

至

る

の

で

あ

る

。

「
通

史

」

は
、

隋

志

に

四

百

八

十

巻

、

「
梁

書

」
•
「
南

史

」

の

本

紀

に

六

百

巻

、

両

唐

志

•
「
通

志

」
藝

文

略

に

六

百

ニ

巻

、

r

史

通

」 

(
巻

一

.
六
家
第
一
)
に

六

百

二

十

巻

と

録

さ

れ

る

。

隋

志

に

よ

れ

ば

、

三

皇

に

起

っ

て

梁

に

訖

る

が

、

編

纂

に

参

加

し

た

呉

均

の

伝

(
梁
 

書
卷
四
九
文
学
上
•
南
史
卷
七
ニ
文
学
上
)
や

r

史

通

」
、
「
通

志

」
総

序

で

は

斉

ま

で

と

さ

れ

て

い

る

。

呉

均

は

事

業

な

か

ば

に

し

て

普

通

元

 

年

(
五
二
〇
)
に

死

去

し

、

中
大
通
一
一
年
(
五
三
〇
)
に

な

お

完

成

し

て

い

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

が

(
梁
書
卷
三
五
蕭
子
恪
伝
附
子
顕
伝
)
、 

本

紀

と

世

家

は

す

で

に

呉

均

が

執

筆

済

で

あ

っ

た

と

い

う

か

ら

、

六

百

卷

前

後

、
南

斉

ま

で

と

い

う

の

が

妥

当

か

と

思

わ

れ

る

。

紀

伝

体

 

の

通

史

で

あ

っ

て

、

秦

以

前

は

r

史

記

」

に

も

と

づ

き

、

世

家

が

あ

っ

て

呉

蜀

は

こ

れ

に

含

み

、

五

胡

北

魏

は

夷

狄

伝

に

列

し

、

お
よ
そ
 

史

記

の

体

を

襲

っ

て

い

る

が

、

た

だ

表

だ

け

が

な

か

っ

た

(
史
通
)
。
た

だ

そ

の

記

事

の

内

容

は

、

他

説

を

採

り

、

も

っ

て

異

聞

を

広

め

た

 

と

い

っ

て

も

、

秦

以

前

は

r

史

記

」

の

域

を

出

る

も

の

で

な

く

、

両

漢

に

し

て

も

当

時

の

記

録

を

す

べ

て

録

し

た

と

い

い

、

晋
の
劉
隗
の
 

伝

に

は

、

何

法

盛

の

r

晋

中

興

書

」

そ

の

ま

ま

に

、

そ

の

獄

事

を

議

す

る

こ

と

を

称

え

て

刑

法

志

に

詳

述

す

る

と

し

て

お

き

な

が

ら

、

刑
 

法

志

に

は

そ

の

説

明

が

な

い

と

い

う

(
史
通
巻
五
因
習
第
一
八
)
。

し

た

が

っ

て

、
歴

代

の

各

史

を

そ

の

ま

ま

に

抄

録

し

て

い

て

、
そ
れ
ら
を
 

調

整

し

て

上

下

を

通

達

せ

し

め

、

せ

い

ぜ

い

調

子

を

整

え

た

の

が

長

所

と

い

う

に

す

ぎ

ま

い

。

す

な

わ

ち

、

「
通

史

」

は
、

基

本
的
に
は
 

r

史

記

」

の

模

倣

で

あ

る

。

形

式

、

内

容

と

も

に

「
史

記

」

に

も

と

づ

き

、

以

後

の

断

代

の

各

史

を

随

所

に

編

入

せ

し

め

た

も

の

だ

か

ら

 

で
あ
る
。

r

史

通

」

は

こ

れ

を

史

記

家

に

入

れ

た

が

、

そ

こ

に

は

、

と

も

に

通

史

紀

伝

体

で

あ

る

と

い

う

以

上

の

も

の

が

認

め

ら

れ

な

い

 

と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

、

武

帝

の

意

図

し

た

と

こ

ろ

は

、

か

な

ら

す

し

も

そ

の

よ

う

な

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

史

書

の

勒

撰

を

命

じ

た

の

は

こ

の

書

を

三
〇

三



三
〇

四

お

い

て

な

く

、

完

成

に

十

年

余

の

歳

月

を

か

け

て

、
六

百

卷

に

も

の

ぼ

る

愿

大

な

通

史

と

し

、
し

か

も

み

ず

か

ら

賛

序

を

製

り

(
武
帝
紀
)
、 

蕭

子

顕

に

は

『
此

の

書

も

し

成

ら

ば

衆

史

廃

す

ベ

け

ん

』

と

語

っ

た

と

い

う

(
蕭
子
顕
伝
)
。

ま

こ

と

に

「
史

記

」

の
復
活
を
目
し
た
と
み
 

る

べ

き

か

も

知

れ

な

い

。

た

だ

こ

の

時

代

の

修

史

に

は

、

形

式

に

重

き

を

お

き

す

ぎ

て

、

良

史

の

制

作

を

妨

る

条

件

が

多

す

ぎ

た

の

で

あ

 

ろ
う
。

呉

均

の

あ

と

を

う

け

て

列

伝

を

執

筆

し

た

も

の

が

だ

れ

か

知

れ

な

い

が

、

こ

の

書

の

性

格

上

、

「
史

記

」
以

後

の

部

分

に

お

い

て

 

は
、

と

く

に

列

伝

の

比

重

が

高

い

は

ず

で

あ

っ

て

、

そ

の

内

容

の

良

否

が

こ

の

書

の

価

値

を

決

定

し

た

か

と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

、

三
皇
 

以

来

の

通

史

に

お

い

て

、
魏

晋

南

朝

を

本

紀

に

立

て

て

、

呉

、

蜀

を

世

家

と

し

、

五

胡

の

み

な

ら

ず

、

対

等

の

外

交

関

係

を

結

ん

で

い

た

 

北

魏

を

も

夷

狄

伝

に

収

め

た

と

こ

ろ

に

、

こ

の

書

の

目

的

が

う

か

が

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

重

沢

俊

郎

氏

が

、

こ

の

書

に

つ

い

て

、

武

帝

自

身

の

生

存

す

る

現

代

が

、

上

古

以

来

の

い

か

な

る

歴

史

的

積

層

の

上

に

成

立

す

る

か

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

す

る

目

的

を

も

つ

も

の

で

あ

(
2

)

る

と

し

、

武

帝

の

現

代

に

た

い

す

る

麽史

的

認

識

を

評

価

さ

れ

た

の

も

、

そ

の

意

味

に

お

い

て

首

肯

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

隋

志

が

こ

の

「
通

史

」

を

正

史

類

に

入

れ

て

い

る

の

は

、

史

記

以

来

の

通

史

の

出

現

で

あ

り

な

が

ら

、
紀

伝

体

で

あ

る

か

ら

に

ほ

か

な

 

ら

な

い

。

両

唐

志

も

む

ろ

ん

同

様

で

あ

る

が

、

両

志

に

お

い

て

は

、

正

史

類

の

な

か

で

、

と

く

に

通

史

の

み

を

一

括

し

て

、

都

史

(
旧
唐
 

§

、

集

史

(
新
唐
志
)
と

い

う

扱

い

を

し

、

「
通

史

」

を

そ

の

筆

頭

に

お

い

て

い

る

こ

と

に

着

目

す

る

必

要

が

あ

る

。

「
通

史

」

の
出
現
 

は
、

史

鈔

風

の

便

利

さ

を

旨

と

す

る

通

史

し

か

な

か

っ

た

当

時

に

お

い

て

、

大

き

な

事

件

で

あ

っ

た

。

そ

の

影

響

を

受

け

て

、
南
北
朝
を
 

統

一

し

た

と

は

い

え

短

命

の

隋

で

は

と

も

か

く

も

、

唐

朝

が

安

定

期

を

迎

え

る

と

、

こ

れ

に

類

す

る

通

史

の

編

纂

が

い

さ

さ

か

促

さ

れ

る

 

に

至

る

。

そ

し

て

、

そ

れ

が

都

史

(
三
家
)
、

集

史

(
五
家
)
と

い

う

類

目

を

つ

く

り

あ

げ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

が

、

こ
れ
ら
に
つ
い
 

て

は

後

節

に

述

べ

る

こ

と

に

す

る

。



六

「
史

通

」
が

や

は

り

史

記

家

の

例

と

し

て

挙

げ

て

い

る

も

の

に

、

北

魏

宗

室

の

元

暉

等

撰

の

「
科

録

」

二

百

七

十

巻

が

あ

る

。

こ
の
書
 

は
、

隋

志

子

部

雑

家

に

は

「
皇

覧

」

以

下

の

類

書

と

と

も

に

七

十

巻

と

、

両

唐

志

に

は

史

部

雑

伝

類

に

「
秘

録

」

二

百

七

+

巻

と

著

録

さ

(
3

)

れ

て

い

る

が

、

「
史

通

」

と

北

史

元

暉

伝

(
巻
一
五
魏
諸
宗
室
常
山
王
遵
伝
附
)
に

、
「
科

録

」
二

百

七

十

巻

と

み

え

る

の

が

正

し

い

の

で

あ

ろ

(
4

)

う
。

暉

は

常

山

王

遵

の

曽

孫

で

、

す

こ

ぶ

る

文

史

を

渉

し

、

崔

鴻

等

を

集

め

て

こ

の

書

を

撰

し

、
神

亀

元

年

(
五
一
八
)
に

歿

し

た

(
魏
書
 

本

S
。

「
科

録

」

の

記

事

の

断

限

を

、
r

史

通

」

と

r

魏

書

」

は

上

古

か

ら

宋

ま
で
と
し
、

「
北

史

」

は

晋

ま
で
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
 

の
内
容
、

形

式

に

つ

い

て

、

r

史

通

」

は

其

編

次

多

依

倣

通

史

、

而

取

其

行

事

尤

相

似

者

、

共

為

一

家

、
故

以

科

録

為

号

。

と

い

い

、

「
北

史

」
、

「
魏

書

」

は
、

撰

録

百

家

要

事

、

以

類

相

従

、

名

為

科

録

。

と

い

う

。

要

す

る

に

歴

史

を

各

科

に

分

類

し

た

も

の

、

類

聚

で

あ

り

、

後

の

「
冊

府

元

亀

」

の

ご

と

き

も

の

か

と

い

わ

れ

る

。

し
た
が
つ
 

て

類

書

の

一

種

で

あ

る

が

、

劉

知

幾

が

、

そ

の

分

類

が

紀

伝

体

の

「
通

史

」

に

似

て

、

史

書

と

し

て

史

記

家

に

編

入

す

る

の

が

ふ

さ

わ

し

 

い

と

み

た

よ

う

に

、

通

史

的

な

要

素

の

き

わ

め

て

濃

厚

な

も

の

と

想

像

さ

れ

る

'。

こ

の

よ

う

な

類

聚

体

の

史

書

と

い

う

の

も

こ

の

時

代

の

一

傾

向

で

あ

っ

て

、

前

述

の

後

漢

の

衛

颯

の

「
史

要

」

(史
記
要
伝
)
十

巻

も

、 

類

を

以

て

相

従

え

た

も

の

で

あ

っ

た

し

(
隋
志
)
、

王

劭

の

r

隋

書

」

八

十

巻

(
隋
書
卷
六
九
王
劭
伝
.
史

通

巻

ニ

ー

外

篇

古

今

正

史

.
旧
唐
 

志
、
爾
志
は
六
〇
卷
、
新
唐
志
は
八
八
卷
、

い
ず
れ
も
雑
史
)
も

『
以

類

相

従

、

為

其

題

目

』

(
王

勘

伝

.
史
通
、

史

通

は

「
題
目
」
を

「
篇
目
」
に

三
〇

五



三

〇

六

作
る
)
と

い

う

も

の

で

あ

っ

た

。

一
方
、
魏

の

「
皇

覧

」

に

し

て

も

、
南

斉

の

「
史

林

」
三

十

篇

に

し

て

も

(
南
史
卷
四
斉
本
紀
高
帝
建
元
四
 

年
)
、

「
科

録

」
以

前

の

類

書

は

史

実

を

主

と

し

た

も

の

で

あ

っ

た

と

い

わ

れ

る

。

盛

唐

期

に

お

い

て

は

ま

だ

類

書

と

い

う

分

類

が

確

立

し

 

て

い

な

か

っ

た

と

は

い

え

、

こ
の
史

実

の

類

書

た

る

「
科

録

」

は
、

劉

知

幾

の

眼

に

は

、
紀

、

書

(
志

)
、

(
表

)
、

世

家

、

列

伝
を
備
え
 

る

「
史

記

」
、

「
通

史

」

と

同

類

の

紀

伝

体

の

通

史

と

映

っ

た

の

で

あ

る

が

、

梁

の

「
通

史

」

の

成

立

以

前

に

、

通

史

が

類

聚

体

を

と

り

な

 

が

ら

発

展

し

た

と

い

う

一

面

が

、

そ
こ
に
窺

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

「
科

録

」

の

成

立

年

代

は

不

明

確

で

あ

る

が

、

神

亀

元

年

(
五
一
八
)

の

元

暉

の

死

去

の

以

前

で

あ

る

こ

と

に

は

違

い

な

い

。

「
通

史

1— 

の

成

立

も

明

ら

か

で

は

な

い

が

、

呉

均

が

本

紀

、

世

家

を

書

き

あ

げ

て

普

通

元

年

(
五
ニ
〇
)

に

歿

し

た

か

ら

、

北

魏

に

お

い

て

「
科

録

」 

二

百

七

十

巻

が

完

成

し

た

こ

ろ

、
南

朝

に

お

い

て

「
通

史

」

の

編

纂

が

着

手

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

両

者

の

間

に

直

接

の

交

渉

は

あ

る

ま

 

い
が
、

以

上

の

よ

う

な

史

書

体

の

類

書

の

発

達

の

上

に

「
通

史

」

が

成

っ

た

と
い
う
こ
と
も
、

一
考
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
 

る
。次

に

、

「
科

録

」

以

後

の

類

書

の

帝

王

部

の

通

史

的

な

要

素

を

み

て

お

き

た

い

。

梁

の

武

帝

は

、

劉

孝

標

の

「
類

苑

」
百

二

十

巻

に

あ

き

た

ら

ず

、

天

監

十

五

年

(
五
一
六
)
、

何

思

澄

ら

五

人

に

「
華

林

遍

略

」

六
百
ニ
 

.十

巻

の

編

纂

を

命

じ

、

八

年

に

し

て

完

成

し

た

。

こ

の

書

は

東

魏

で

も

も

て

は

や

さ

れ

(
北
杳
書
卷
三
九
祖

埏伝
)
、

平

安

朝

に

も

舶

載

さ

 

れ

た

が

(
日
本
国
見
在
書
目
)
、

佚

文

さ

え
ま

っ

た

く

見

る

機

会

を

得

ず

、

そ

の

内

容

、

構

成

を

^
^

る

よ
し
も
な

い

。

し

か

し

、

そ
の
^

!

 

が

「
通

史

」

と

ほ

と

ん

ど

平

行

し

て

行

な

わ

れ

た

だ

け

に

、

「
科

録

」

の

よ

う

な

史

書

風

な

性

格

の

強

い

も

の

で

は

な

か

ろ

う

。

わ
た
く
 

し
は

、

こ

の

「
華

林

遍

略

」

が

北

斉

の

r

修

文

殿

御

覧

」

に

大

き

な

影

響

を

あ

た

え

、

そ

れ

が

「
太

平

御

覧

」

に

ま

で

及

ん

だ

と

考

え

て

 

い
る
。

す

な

わ

ち

、

「
太

平

御

覧

」

か

ら

こ

れ

ら

ニ

書

を

類

推

し

て

、

さ

ほ

ど

誤

り

は

あ

る

ま

い

と

思

う

の

で

あ

る

。



r
修

文

殿

御

覧

」

三

百

六

十

巻

は

、

北

斉

の

武

平

四

年

(
五
七
三
)

の

成

立

に

か

か

る

。

朱

の

太

平

興

国

八

年

(
九
八
三
)

の

「
太

平

御

 

覧

」

一
千
巻
と
は
、
時

代

も

卷

数

も

大

き

く

隔

た

る

が

、

そ

の

篇

目

、

記

事

と

も

大

差

な

く

"

「
修

文

殿

御

覧

」

は

ほ

と

ん

ど

そ

の

ま

ま

 

「
太

平

御

覧

」

の
中
^
吸

収

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

さ

て

、

「
修

文

殿

御

覧

」

に

は

皇

王

部

が

あ

っ

て

、

「
魏

書

」

の
帝
紀
な
ど
の
欠
け
 

た
と
こ

ろ

を

「
北

史

」
、

「
高

氏

小

史

」

と
と
も
に
補

っ

た

こ

と

が

、

r

魏

書

」

の

い

わ

ゆ

る

篇

末

疏

記

に

明

ら

か

で

あ

る

が

、

そ
の
皇
王
 

部

に

は

、

「
帝

王

世

紀

」

以

来

の

通

史

の

史

鈔

的

な

.要

素

が

残

存

し

て

い

る

。

そ

の

内

容

を

、

上

古

か

ら

少

く

と

も

北

魏

ま

で

は

、

「
太

平

 

御

覧

」

の

皇

王

部

に

よ

っ

て

類

推

で

き

る

の

で

あ

る

。

「
太

平

御

覧

」

の

皇

王

部

は

四

十

巻

に

わ

た

り

、

三

皇

か

ら

唐

末

哀

帝

ま

で

の

歴

代

帝

王

を

網

羅

し

て

、

個

別

に

そ

の

伝

記

、

事
蹟
な
 

ど

を

略

述

す

る

の

で

あ

る

が

、

年

代

記

と

し

て

の

要

素

も

乏

し

く

、

ご

く

史

鈔

に

す

ぎ

な

く

て

、

歴

代

を

一

貫

し

て

眺

め

る

態

度

に

基

づ

 

い

て

い

る

わ

け

で

な

く

、

む

ろ

ん

通

史

と

い

え

る

も

の

で

は

な

い

。

し

か

し

、

諸

帝

主

が

網

羅

さ

れ

て

い

て

、

各

個

の

記

事

も

か

な

り

豊

 

富

で

あ

り

、

王

朝

の

興

亡

な

ど

が

通

観

で

き

る

だ

け

の

体

裁

は

整

え

ら

れ

て

い

る

。

ま

た

、

分

裂

の

時

代

に

つ

い

て

は

、

一
方
を
皇
王
部
 

に
^

i

っ

て

他

を

偏

覇

部

に

入

れ

る

と

い

う

正

統

観

が

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

北

魏

の

「
科

録

」
、

梁

の

「
通

史

」

の
あ
と
に
あ
ら
わ
れ
た
 

類

書

の

帝

王

部

の

こ

の

よ

う

な

通

史

的

な

性

格

は

、

こ

こ

で

無

視

で

き

な

い

も

の

を

含

ん

で

い

る

と

い

わ

ざ

る

を

え

な

い

。

「
太

平

御

覧

」
皇

王

部

の

正

統

は

、

魏

晋

南

北

朝

時

代

に

つ

い

て

は

や

や

変

則

的

に

、

魏

、

両

晋

、

後

魏

、

(
西

魏

)
、

後
周
で
あ
っ
 

て
、

蜀

、

呉

、

五

胡

の

十

五

国

、

宋

、
南

斉

、

北

斉

、

梁

、
陳

は

、

こ
の
順

に

、
偏

覇

部

に

収

め

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

れ

は

r

修
 

文

殿

御

覧

」
を

藍

本

と

し

た

た

め

に

生

じ

た

も

の

と

、

わ

た

く

し

は

思

う

。

魏

と

蜀

、

呉

と

の

関

係

は

、

「
科

録

」

が

本

紀

と

世

家

に

入

 

れ

た

の

を

そ

の

ま

ま

利

用

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

北

魏

(
後
魏
)
を
と
り
、

南

朝

を

退

け

た

の

は

、

む

ろ

ん

北

斉

に

お

い

て

編

纂

さ

れ

た

 

か
ら
で
あ
る
。

た

だ

し

、

そ

の

北

斉

が

偏

覇

部

に

追

い

や

ら

れ

た

の

は

、

「
太

平

御

覧

」

の

編

者

の

仕

業

に

よ
る
も

の

で

あ

っ

て

、

も
と

三
〇

七



三
〇

八

も

と

「
修

文

殿

御

覧

」

は

北

斉

、

北

周

(
後
周
)
、
陳

以

後

を

収

録

し

え

な

い

の

で

あ

る

。

皇

王

部

の

後

魏

の

最

後

に

東

魏

孝

静

皇

帝

が

あ

 

る
が

、

西

魏

と

の

関

係

が

不

明

確

な

が

ら

、

お

そ

ら

く

は

こ

こ

ま

で

が

r

修

文

殿

御

覧

」

の

踏

襲

で

あ

ろ

う

。

七

唐

で

は

、

武

徳

四

年

(
六
ニ
ニ
)

の

令

狐

徳

棻の

上

奏

に

も

と

づ

き

、

貞

観

三

年

か

ら

十

年

(
六
三
六
)

に

か

け

て

、

梁

陳

斉

周

隋

の

前

 

代

五

史

の

編

纂

が

行

な

わ

れ

た

。

覇

業

成

っ

て

興

隆

の

機

に

満

ち

た

時

代

の

大

事

業

で

あ

り

、

太

宗

も

史

学

に

関

心

が

深

か

っ

た

が

、

い
 

ず

れ

も

各

朝

の

断

代

史

で

あ

っ

て

、

正

史

の

欠

を

補

お

う

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

つ

づ

い

て

貞

観

十

五

年

か

ら

は

じ

め

ら

れ

て

、

顕

慶

元

年

(
六
五
六
)

に

高

宗

に

上

進

さ

れ

、

の

ち

r

隋

書

」

に

附

さ

れ

た

「
五
代
史
 

志

」

も

、

内

容

で

は

南

北

朝

、

あ

る

い

は

そ

れ

以

前

か

ら

の

諸

制

度

の

集

成

で

あ

り

、

そ

の

沿

革

を

述

べ

て

唐

朝

に

至

る

も

の

で

、

通
史
 

と

し

て

の

要

素

を

大

い

に

含

ん

で

い

る

。

志

に

記

さ

れ

る

憲

章

制

度

は

、

鄭

樵

も

力

説

し

た

よ

う

に

、

前

代

、

前

々

代

の

そ

れ

を

承

け

て

 

成

り

た

つ

も

の

で

、

こ

れ

を

断

代

せ

ず

に

通

説

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

古

今

の

変

を

究

め

う

る

の

で

あ

る

。

ま

し

て

、

こ
の
南
北
朝
の
五
 

朝

は

短

命

で

、

か

つ

相

関

連

す

る

と

こ

ろ

が

多

い

か

ら

、

そ

の

諸

制

度

を

別

個

に

独

立

し

て

著

述

す

る

こ

と

に

も

、

困

難

と

重

複

が

避

け

 

ら

れ

ず

、

や

む

な

く

、

し

か

も

南

北

を

分

け

な

い

で

、

一

括

し

て

編

纂

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

「
五

代

史

志

」

は
会
通
史
 

と

し

て

の

意

味

を

備

え

て

い

る

も

の

で

あ

る

が

、

本

来

、

五

代

史

に

欠

け

た

志

を

一

括

し

て

補

っ

た

も

の

で

、

こ
れ
が
独
立

す

る

こ

と

な

 

く

、

r

隋

書

」

の

一

部

に

編

入

さ

れ

た

よ

う

に

、

と

く

に

そ

の

目

的

を

も

っ

て

い

た

と

は

認

め

が

た

い

。

李

延

寿

の

「
南

史

j

八

十

巻

、

「
北

史

」
百

巻

に

し

て

も

、

梁

の

「
通

史

」

と

と

も

に

両

唐

志

が

都

史

、

あ

る

い

は

集

史

と

す

る

よ

う

 

に
、

南

北

の

各

四

朝

を

通

じ

て

い

て

、

た

と

え

ば

貴

族

社

会

の

家

に

関

す

る

列

伝

の

構

成

な

ど

に

、

会

通

史

と

し

て

の

性

格

が

認

め

ら

れ



る
。

こ

の

両

史

が

で

て

か

ら

、
南

北

朝

の

歴

朝

史

が

行

な

わ

れ

な

く

な

り

、

「
魏

書

」
、

「
北

斉

書

」

な

ど

は

一

部

が

散

佚

さ

え

し

た

と

い

 

わ

れ

る

が

、

歴

代

を

通

じ

て

諸

制

度

が

ほ

ぼ

継

承

さ

れ

、

貴

族

社

会

は

王

朝

の

交

替

と

か

か

わ

り

な

く

維

持

さ

れ

、

士

大

夫

は

ニ

朝

に

仕

 

え

、
列

伝

に

名

を

連

ね

る

ほ

と

ん

ど

の

人

物

が

生

卒

の

王

朝

を

異

に

す

れ

ば

、

唐

代

の

読

者

に

は

、

短

命

の

王

朝

の

断

代

史

は

煩

雑

以

外

 

の

な

に

も

の

で

も

な

い

か

ら

、

そ

れ

は

当

然

で

あ

ろ

う

。

南

北

で

島

夷

索

虜

と

軽

侮

し

あ

い

、

記

述

に

公

平

を

欠

き

さ

え

し

た

の

に

、

南
 

北

両

朝

に

は

つ

ね

に

国

際

関

係

が

存

続

し

て

い

た

し

、

唐

朝

で

は

双

方

の

子

孫

が

共

存

も

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

偶

然

な

が

ら

も

「
五
 

代

史

志

」

に

も

み

ら

れ

る

よ

う

に

、

時

代

は

会

通

史

を

要

求

し

て

き

て

い

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

李

延

寿

の

父

の

李

大

師

は

、

す
で
に
 

こ

の

こ

と

に

気

づ

い

て

い

た

。

「
北

史

」
巻

百

の

序

伝

に

、

大

師

少

有

著

述

之

志

、

常

以

宋

斉

梁

陳

斉

周

隋

南

北

分

隔

、

南

書

謂

北

為

索

虜

、

北

書

指

南

為

島

夷

、

及

各

以

其

本

国

、

周
悉
書
別
 

国

、

並

不

能

備

、
亦

往

往

失

実

、

常

欲

改

正

、

将

擬

呉

越

春

秋

、

編

年

以

備

南

北

。

と

あ

り

、

あ

る

い

は

南

北

を

包

括

し

た

南

北

朝

通

史

の

構

想

さ

え

抱

い

た

か

の

ご

と

く

で

あ

る

。

こ

の

父

の

未

完

の

事

業

を

引

き

つ

い

だ

の

が

李

延

寿

で

あ

る

が

、

「
五

代

史

志

」

の

撰

に

も

加

わ

っ

た

か

れ

に

は

、

父
ほ
ど
に
通
史
の
 

意

識

が

な

い

よ

う

で

あ

る

。

そ

の

「
南

北

史

」

は
、

旧

史

の

南

北

の

対

立

に

よ

る

弊

は

い

さ

さ

か

取

り

の

ぞ

か

れ

、

各
史
に
分

散

し

て

い

 

た

一

族

の

伝

が

統

合

さ

れ

て

、

読

者

の

便

は

大

い

に

は

か

ら

れ

た

も

の

の

、

当

時

の

修

史

の

傾

向

、

史

書

の

形

式

と

し

て

無

理

か

ら

ぬ

こ

 

と

な

が

ら

、

い

わ

ば

そ

れ

ぞ

れ

四

朝

の

旧

史

を

要

約

し

、

調

整

し

た

に

す

ぎ

ず

、

た

と

え

ば

あ

ら

た

に

史

料

を

綜

合

し

、

各

史

に

重

複

す

 

る

政

治

、

制

度

な

ど

の

記

事

を

、

一

ヶ

所

に

纏

め

て

一

貫

し

て

敍

述

す

る

が

ご

と

き

、

編

纂

の

方

法

、

記

事

の

内

容

に

と

く

に

会

通

史

の

 

意

図

は

ほ

と

ん

ど

み

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

三

国

に

つ

づ

く

南

北

朝

と

い

う

時

代

を

経

過

し

な

が

ら

、

唐

初

に

お

い

て

は

、

史

家

の

側

に

通

史

に

た

い

す

る

関

心

三
〇

九



三

一

〇

は

強

く

な

い

。

ま

た

、

こ
の
盛

唐

の

時

代

に

は

、

経

書

に

し

て

も

詩

文

、

類

書

に

し

て

も

、

過

去

の

全

業

績

を

集

大

成

す

る

事

業

が

盛

ん

 

で

あ

っ

た

が

、

唐

が

北

朝

の

系

統

を

引

い

て

、

正

統

論

の

う

え

で

微

妙

な

立

場

に

あ

る

と

は

い

え

、

古

今

の

通

史

を

撰

し

て

そ

こ

に

大

唐

 

帝

国

を

位

置

づ

け

よ

う

と

す

る

意

識

は

、

べ

つ

に

認

め

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

八

こ

の

「
五

代

史

志

」

の

一

つ
r

隋

書

」
経

籍

志

に

お

い

て

、
史

部

の

独

立

が

よ

う

や

く

明

確

に

な

っ

た

わ

け

で

あ

る

が

、
そ
れ
だ
け
に
.、 

以

上

に

列

挙

し

て

き

た

よ

う

な

通

史

の

類

は

、

史

部

十

三

類

の

う

ち

に

単

独

で

扱

わ

れ

る

に

は

い

た

ら

な

い

。

隋

志

の

正

史

類

は

、

r

史
 

記

」

以

下

六

十

七

部

三

千

八

十

三

卷

(
通
計
亡
書
合
八
〇
部
四
〇
三
〇
巻
)
を

収

録

す

る

が

、

「
史

記

」

と

こ

れ

を

継

ぐ

も

の

を

正

史

と

し

て

 

い

る

か

ら

、

ほ
と
ん
ど
が
紀

伝

体

の

断

代

史

で

あ

る

。

そ

し

て

通

史

は

ご

く

例

外

的

に

、

晋

の

譙
周

の

「
古

史

考

」

二
十
五
巻

と

梁

の

武

 

帝

の

「
通

史

」

四

百

八

十

巻

が

著

録

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

古

史

類

に

は

「
前

後

漢

紀

」

以

下

編

年

体

史

が

多

く

、

そ

の

大

半

が
両
唐
志
で
 

は

編

年

類

に

編

入

さ

.れ

て

い

る

。

孔

舒

元

の

r

漢

魏

春

秋

」

九

巻

と

と

も

に

、

前

述

の

習

鑿

歯

の

「
漢

晋

陽

秋

」

(
漢
晋
春
秋
)
が
こ
こ
に
 

属

す

る

。

雑

史

類

七

十

二

部

九

百

十

七

巻

(
通
計
亡
書
合
七
三
部
九
三
九
巻
)
は
、

自

後

漢

已

来

、

学

者

多

鈔

撮

旧

史

、

自

為

一

書

。

或

起

自

人

皇

、

或

断

之

近

代

、

亦

各

其

志

、

而

体

制

不

経

。

又

有

委

巷

之

説

、

迂
 

怪

妄

誕

、

真

虚

莫

測

。

然

其

大

抵

皆

帝

王

之

事

。

通

人

君

子

、

必

博

采

広

覧

、

以

酌

其

要

。

故

備

而

存

之

、

謂

之

維

史

。

と

い

う

よ

う

に

、

文

字

ど

お

り

雑

史

を

集

め

て

い

る

が

、

「
史

要

」
、

「
洞

紀

」
、

「
帝

王

世

紀

」

な

ど

の

史

鈔

風

の

通

史

も

こ

こ

に

収

め

ら

 

れ

る

。
初

唐

に

は

通

史

の

観

念

の

乏

し

か

っ

た

こ

と

が

、

こ

れ

ら

の

分

類

に

も

う

か

が

わ

れ

よ

う

。

こ

の

よ

う

な

通

史

を

歴

史

敍

述

の

一

形

式

と

し

て

独

立

さ

せ

た

の

は

、

断

代

史

を

主

張

す

る

劉

知

幾

で

あ

る

。

r

史

通

」

に
は
景
龍
四



年

(
七
一
〇
)

の

序

が

あ

る

が

、

そ

の

冒

頭

に

お

い

て

(
卷

7

六
家
第
ー
)
史

体

を

尚

書

家

(
記
言
体
)
、
春

秋

家

(
記
事
体
)
、
左

伝

家

(
編
 

年

S
、
国

語

家

(
国
別
家
)
、

史

記

家

(
通
史
紀
伝
体
)
、
漢

書

家

(
断
代
紀
伝
体
)

の

六

家

に

分

け

た

う

ち

の

第

五

に

、

紀

伝

体

の

通

史

の

み

 

を

一

家

と

し

た

も

の

で

、

「
史

記

」
、

「
通

史

」
、

「
科

録

」
、

「
南

史

」
、

「
北

史

」

の

五

書

が

例

示

さ

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

い
わ
ゆ
る
紀
 

伝

体

の

正

史

を

通

史

と

断

代

史

と

に

区

分

し

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ
こ
で
は
、

こ

の

史

体

が

地

域

的

に

も

時

代

的

に

も

広

範

囲

に

扱

 

う

た

め

に

生

ず

る

欠

点

を

指

摘

す

る

だ

け

で

、

そ

の

意

義

や

目

的

を

提

示

す

る

と

こ

ろ

は

な

い

。

し

か

も

、

「
尚

書

」
、

「
春

秋

」
、

「
国

語

」 

の

三

家

と

と
も
に
、
時

世

の

推

移

に

と
も
な
っ
て
こ

の

体

は

久

し

く

廃

せ

ら

れ

た

と

い

い

、

「
左

伝

」

と

「
漢

書

」
、

す

な

わ

ち

編

年

体

と

 

断

代

紀

伝

体

の

み

が

受

継

が

れ

て

行

く

と

し

て

い

る

。

貞

観

以

後

の

修

史

の

関

心

は

、

国

史

、

す

な

わ

ち

実

録

の

編

纂

に

移

り

、

私

撰

の

雑

史

も

夥

し

い

数

に

及

ん

だ

が

、

な

お

す

ぐ

れ

た

通

 

史

を

生

む

に

は

い

た

ら

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

九

世

紀

に

入

る

と

と

も

に

、

長

篇

の

「
高

氏

小

史

」
、
.「
劉

氏

洞

史

」
、

r

統

史

」

が
成
立
し
 

て

か

な

り

重

ん

ぜ

ら

れ

た

よ

う

で

あ

る

。

「
高

氏

小

史

」

は
、

新

唐

志

に

よ

る

と

、

百

二

十

巻

、

元

和

中

(
八
〇
六
—

八
ニ
〇
)
高

峻

の

撰

で

、

は

じ

め

六

十

巻

で

あ

っ

た

も

の

 

を

、

そ

の

子

の

迥

釐

が

増

補

し

た

と
い
う
。

「
日

本

国

見

在

書

目

」

は
、

五

十

巻

と

し

て

、

五

帝

よ

り

起

り

て

唐

初

に

訖

る

と

い

い

、

「
玉
 

海

)
」

(巻
四
七
)

の

引

く

「
中

興

館

閣

書

目

」

に

は

、

『
天

地

末

だ

分

れ

ざ

る

よ

り

唐

の

文

宗

に

至

る

、

凡

そ

十

三

代

、

十

例

に

分

つ

』

と
 

あ
り

、

『
司

馬

遷

の

史

よ

り

陳

隋

書

に

至

り

、

附

す

る

に

唐

実

録

を

以

て

し

て

、

其

の

要

を

纂

す

』

と

注

さ

れ

て

い

る

。

や
は
り
亡
佚
し
 

た
が
、

紀

伝

体

の

通

史

と

思

わ

れ

、

r

魏

書

」

の

補

綴

に

利

用

さ

れ

た
こ
と
は

前

述

し

た

ご

と

く

で

あ

り

、

r

資

治

通

鑑

考

異

」

な
ど
に
佚
 

文

が

み

え

る

。

「
劉

氏

洞

史

」

は
、

新

唐

志

に

、

十

二

巻

、

忠

州

刺

史

劉

晏

の

曾

孫

の

劉

権

の

撰

と

著

録

さ

れ

る

。

劉

晏

は

粛

宗

、

代

宗

朝

に

宰

相

に

三
ニ



三
ニ
ー

の
ぼ
り
、

建

中

元

年

(
七
八
〇
)
事

に

坐

し

て

六

十

五

才

で

歿

し

(
旧
唐
書
卷
一
二
三
.
新
唐
書
卷
一
四
九
劉
晏
伝
)
、

曾

孫

の

権

の

名

も

宰

相

 

世

系

表

(
新
唐
書
卷
七
一
上
曹
州
南
華
劉
氏
)
に

平

輿

令

と

し

て

み

え

る

か

ら

、

九

世

紀

な

か

ば

す

ぎ

に

活

躍

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

「
洞

史

」 

も

、

先

の

韋

昭

の

「
洞

紀

」

の
よ
う
に
、

そ

の

名

称

か

ら

通

史

と

考

え

ら

れ

る

が

、

不

詳

で

あ

る

。

新

唐

志

に

み

え

る

大

中

の

太

子

詹

事

の

姚

康

復

の

「
統

史

」

三

百

巻

は

、

さ

ら

に

「
唐

会

要

」
巻

三

十

六

に

よ

れ

ば

、

大

中

五

年

(
八
 

五
一
)
十

一

月

に

上

進

さ

れ

た

も

の

で

、

そ

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

通

史

、

自

開

闢

至

隋

末

、

編

年

、

纂

帝

王

美

政

善

事

、

詔

令

可

利

于

時

者

、

必

載

于

時

政

、

塩

鉄

莞

榷、

和

糴

賑

貸

、

銭

陌

、

兵

数

 

虚

実

、

貯

糧

、

用

兵

利

害

、

辺

事

喊

狄

、

無

不

備

載

、

下

至

釈

道

焼

煉

、
妄

求

無

験

、

皆

敍

之

矣

。

と

の

注

が

あ

る

。

こ

れ

に

よ

れ

ば

単

な

る

帝

王

の

年

代

記

で

な

く

、

社

会

経

済

史

を

も

総

合

し

た

通

史

の

ご

と

く

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ
 

れ

ら

の

記

事

を

収

め

て

編

年

体

と

い

う

の

は

理

解

し

が

た

く

、

と

く

に

『
塩

鉄

莞

榷』

以

下

が

ど

の

よ

う

に

編

年

史

の

な

か

に

組

込

ま

れ

 

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

項

目

の

分

類

は

と

も

か

く

、

実

際

の

内

容

は

旧

来

の

紀

と

志

の

関

係

に

近

い

も

の

と

想

像

さ

れ

る
。
「
帝

王

世

紀

J
、  

「
通

史

」

か

ら

ど

れ

ほ

ど

の

進

歩

が

あ

る

か

理

解

し

が

た

い

に

し

て

も

、

少

く

と

も

史

鈔

の

域

を

で

た

通

史

が

、

中

唐

以

後

、

よ
う
や
く
 

あ

い

つ

い

で

出

現

す

る

気

運

が

生

じ

た

こ

と

を

認

め

ね

ば

な

る

ま

い

。

社

佑

の

「
通

典

」

二
百
巻

は

、

こ

れ

ら

に

わ

ず

か

に

先

立

っ

て

、

八
、

九

世

紀

の

交

に

成

立

し

、

上

進

さ

れ

た

か

ら

、

こ
の
影
響
も
無
 

視

で

き

な

い

で

あ

ろ

う

。

杜

佑

は

楊

炎

の

も

と

で

両

税

法

の

実

施

等

に

努

力

を

か

た

む

け

、

し

か

る

の

ち

三

十

余

年

を

か

け

て

、
食

貨

、 

選

挙

、

職

官

、

礼

、

楽

、

兵

、

刑

、

州

郡

、

辺

防

の

九

典

に

つ

い

て

、

上

古

か

ら

唐

の

天

宝

(
七
四
ニ
ー
七
五
ニ
)
年

間

に

い

た

る

沿

革

を

 

述

べ

て

、

古

今

の

変

を

き
わ
め
よ
う
と

し

た

。

そ

の

後

、

三

代

の

宰

相

を

勤

め

た

が

、

こ

れ

ら

礼

制

の

沿

革

が

そ

の

実

際

に

連

っ

て

い

る

 

と

こ

ろ

に

意

義

が

あ

り

、

「
通

典

」

は

当

時

か

ら

高

く

評

価

さ

れ

た

と

い

う

。

「
通

典

」

は

新

唐

志

に

子

録

類

書

類

に

著

録

さ

れ

、

な
お
史



書
と
し

て

の

観

念

は

薄

か

っ

た

。

そ

れ

は

紀

伝

体

を

正

史

と

す

る

立

場

か

ら

当

然

で

あ

る

が

、

通

史

と

し

て

「
南

北

史

」

と

は

大

い

に

性

 

格

を

異

に

し

、

は

る

か

に

進

歩

を

遂

げ

た

の

は

、

王

朝

史

と
い
う
抱

束

を

脱

し

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な

い

。

さ

て

、

「
旧

唐

書

」
経

籍

志

は

、

正

史

類

の

最

後

に

梁

の

「
通

史

」

六

百

ニ

巻

、

李

延

寿

の

「
南

史

」

八

十

巻

、

「
北

史

」
百

巻

を

郁

史

 

三

家

と

総

称

し

、

「
新

唐

書

」
藝

文

志

は

、

「
通

史

」
、

「
南

北

史

」

に

こ

の

「
高

氏

小

史

」
、

「
劉

氏

洞

史

」
、

r

統

史

」

を

合

わ

せ

て

、

集
史

 

五

家

と

呼

ん

で

い

る

。

都

史

、

集

史

の

語

義

が

数

代

に

わ

た

る

歴

史

の

集

合

と

い

う

程

度

の

意

味

で

、

会

通

史

の

意

味

を

ど

れ

ほ

ど

含

む

 

も

の

か

疑

問

で

あ

る

が

、

五
代
、

宋

初

に

い

た

っ

て

、

こ

れ

ら

の

諸

史

が

も

は

や

雑

史

以

上

の

内

容

を

も

ち

、

し

か

も

、

「
史

記

」

以
後
 

の

正

史

は

断

代

史

で

あ

る

と

い

う

枠

の

外

に

出

た

こ

と

を

示

す

。

そ

れ

は

、

断

代

史

に

た

い

す

る

通

史

の

存

在

が

、

目
録
学
上

に

お

い

て

 

も

無

視

で

き
な
い
と
こ
ろ
に
き
た
こ

と

の

あ

ら

わ

れ

と

み

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

両

唐

志

の

史

部

の

分

類

は

、

ほ

と

ん

ど

隋

志

と

変

ら

な

い

が

、

古

史

類

が

な

く

な

っ

て

編

年

類

が

設

け

ら

れ

、

正

史

、

古

史

類

か

ら

編

 

年

体

史

が

こ

れ

に

編

入

さ

れ

た

こ

と

が

、

さ

ら

に

一

つ

の

特

徴

と

い

え

る

。

そ

し

て

、

新

唐

志

に

は

、

そ

の

編

年

類

の

末

尾

に

、
柳
芳
の
 

「
唐

暦

」

な

ど

唐

代

の

年

代

記

七

部

と

と

も

に

、

『
李

仁

実

通

暦

七

巻

、

馬

聰

通

暦

十

巻

、

王
氏
五
位
図
王
起
、

広

五

運

図

、

苗

台

符

古

今

 

通

要

四

巻

、

賈

欽

文

古

今

年

代

暦

一

巻

、
曹

圭

五

運

録

十

二

巻

、

張

敦

素

建

元

暦

ニ

巻

、

劉

軻

帝

王

暦

数

謌

一

巻

、

封
演
古
今
年
号
録
ー
 

巻

、

韋

美

嘉

号

録

一

巻

、

柳

璨正

閏

位

暦

三

巻

、

李

匡

文

両

漢

至

唐

年

紀

一

巻

』

が

附

加

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

雑

史

類

の

虞

世

南

「
帝
 

王

略

論

」

五

巻

、
「
帝

系

譜

」

一
巻
な
ど
を
加
え
て
、
ご

く

簡

便

な

史

鈔

風

の

通

史

、
と

く

に

帝

王

の

紀

伝

風

の

も

の

、
そ

れ

に

年

表

、

暦

、 

系

図

類

が

箸

し

く

出

現

し

た

こ

と

で

あ

る

。

新

唐

志

は

無

定

見

に

亡

佚

書

や

雑

書

を

も

著

録

し

た

と

い

わ

れ

る

が

、

あ

ら
た
に
こ
れ
ら
の
 

需

要

が

増

大

し

た

こ

と

も

事

実

で

あ

り

、

初

唐

に

お

い

て

「
帝

王

世

紀

」

な

ど

が

求

め

ら

れ

た

理

由

が

、

時

代

の

下

降

と

と

も

に

よ

り

簡

 

易

に

と

変

化

を

生

じ

た

の

で

あ

ろ

う

。

三
ニ
ニ



三
一
四

そ

れ

は

わ

が

国

に

お

い

て

は

い

っ

そ

う

の

こ

と

で

、
「
日

本

国

見

在

書

目

」

に

は

、
前

述

の

よ

う

に

雑

史

家

に

「
帝

王

世

紀

」
、
「
(
高

氏

) 

小

史

」
も

著

録

さ

れ

て

い

る

が

、

つ

づ

い

て

『
世
代
年
号
要
暦
ー
卷
傅
權
撰
、

帝
王
年
代
暦
十
卷
釈
霊
実
撰
、

>

ミ

>
>
譜

1
卷
張
武
撰
、

$
>
 

ミ

ミ

暦

八

卷

、

帝

王

世

曆

ニ

卷

、

年

号

一

巻

、
年

号

私

記

一

巻

、

通
暦
十
卷
馬
聰
撰
』

と

み

え

る

。

新

唐

志

と

出

入

は

あ

る

が

、

ほ
ぼ
似
た
 

傾

向

を

示

す

も

の

で

あ

っ

て

、

し

か

し

、

便

利

で

あ

る

こ

と

以

上

に

は

価

値

を

も

た

な

い

た

め

に

、

こ

れ

ら

も

ほ

と

ん
ど
散
佚
し
て
い
 

る
。

た

だ

、

釈

霊

実

の

「
帝

王

年

代

暦

」

の

ご

と

き

は

、

r

弘

決

外

典

鈔

」
、

穂

久

邇

文

庫

蔵

の

鎌

倉

時

代

書

写

の

「
五

行

大

義

」

の
裏
書
 

な

ど

に

佚

文

が

み

え

、

実

際

に

幅

広

く

利

用

さ

れ

た

こ

と

を

も

の

が

た

る

。

釈

玄

暢

の

「
帝

王

年

代

暦

」

一
巻
は
、

「
見

在

書

目

」

に
は
 

み

え

な

い

が

、

智

証

大

師

円

珍

が

将

来

し

た

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

り

(
日
本
国
求
法
僧
円
珍
目
録
、
日
本
国
上
都
比
敷
山
延
暦
寺
比
丘
円
珍
入
唐

(
5

)

求
法
総
目
録
)
、

慶

應

義

塾

図

書

館

蔵

の

室

町

時

代

前

期

書

写

の

「
仏

法

和

漢

年

代

暦

」

に
、

『
皇

唐

十

四

葉

太

和

八

年

歳

次

甲

寅

京

西

明

寺

釈

玄

暢

纂

』

の

注

記

と

と

も

に

引

用

文

が

あ

り

、

そ

の

漢

の

部

の

編

纂

の

典

拠

と

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

「
宋

高

僧

伝

」
巻

十

七

の

玄

暢

伝

に

は

、

こ

の

書

を

「
歴

代

帝

王

録

」

と

称

す

る

が

、

そ

の

撰

述

の

動

機

に

触

れ

て

、

武
宗
の
会
昌
の

廃

仏

に

際

し

て

上

表

論

諫

す

る

た

め

に

行

な

っ

た

と

い

う

。

山

崎

宏

博

士

は

、

こ

れ

が

「
三

宝

五

運

図

」

三

巻

の

一

部

の

別

録

の

ご

と

く

(6

)

で
あ
り
、

隋

の

費

長

房

の

「
歴

代

三

宝

記

」
巻

一

ー

三

帝

年

部

に

極

似

し

た

で

あ

ろ

う

と

推

察

さ

れ

る

が

、

隋

唐

以

来

、

仏

教

関

係

か

ら

 

年

代

暦

、
年

表

が

さ

か

ん

に

著

さ

れ

る

傾

向

も

生

じ

た

こ

と

で

あ

る

。

九

「
資

治

通

鑑

」

二

百

九

十

四

巻

は

、

周

王

に

よ

る

韓

、
魏

、

趙

の

承

認

を

も

っ

て

戦

国

時

代

の

開

始

と

し

(
前
四
〇
三
)
、

こ
こ
に
筆
を
 

起

し

た

た

め

に

、

「
春

秋

」

に

は

直

接

は

繫

が

ら

な

い

が

、

あ

く

ま

で

も

そ

の

継

続

を

目

的

と

し

て

左

伝

の

体

を

と

っ

た

、

五
代
の
末
ま



で

実

に

千

三
百
六

十

ニ

年

に

及

ぶ

編

年

体

の

通

史

で

あ

っ

て

、

そ
の
ゆ

え

に

「
通

志

」
、

な

い

し

は

「
通

鑑

」

と

称

さ

れ

る

。

司

馬

光

は

、 

み

ず

か

ら

こ
の
書

の

編

纂

に

全

精

力

を

傾

け

た

と

い

い

、

二

十

年

に

近

い

歳

月

を

か

け

、

正

史

の

ほ
か
に
三

百

二

十

ニ

家

の

雑

史

諸

書

を

 

用

い

て

、

史

料

の

取

捨

撰

択

、

考

証

要

約

に

慎

重

を

き

わ

め

、

ニ

棟

の

庫

に

充

ち
る
ほ
ど
の
草

稿

に

も

と

づ

い

て

成

っ

た

、

と

伝
え
ら
れ
 

る
。
そ
し
て
、
成

立

以

来

こ
の
書

は

高

い

評

価

を

あ
た
え
ら
れ
、
中
国
、
朝

鮮

、

日

本

を

通

じ

て

す

こ
ぶ
る
利

用

さ

れ

る
に
い
た

っ

た

。

r

資

治

通

鑑

」

の

成

立

は

北

朱

の

神

宗

の

元

豊

七

年

(
一
◦
八
四
)
で

あ

っ

て

、

「
太

平

御

覧

」
等

の

宋

初

の

一

連

の

文

化

事

業

と

や

や

 

時

期

を

隔

て

る

が

、
中

央

集

権

の

強

化

を

背

景

に

、
「
春

秋

」
を

継

い

で

戦

国

以

来

の

歴

代

王

朝

を

一

貫

し

て

編

年

体

史

と

し

、

司
馬
光
の
 

儒

教

的

な

歴

史

観

に

よ

っ

て

記

述

し

、

分

裂

期

の

正

統

を

た

だ

し

、

宋

王

朝

の

位

置

を

明

ら

か

に

し

た

も

の

と

い

え

る

。

こ
の
通
史
勅
撰
 

の

意

義

は

こ

こ

に

あ

り

、

ま

た

、

従

来

の

通

史

一

般

と

異

っ

て

、

歴

代

の

旧

史

の

記

事

を

た

だ

纏

め

る

の

で

な

く

、

三
百
余
種

の

史

料

を

 

駆

使

し

、

「
資

治

通

鑑

考

異

」

に

み

ら

れ

る

よ

う

に

、

問

題

は

あ

る

に

し
て
も
厳

密

な

史

料

批

判

を

行

な

っ

て

、

千

三

百

余

年

の

諸

麽史

 

事

象

の

繫

年

と

い

う

難

事

を

や

っ

て

の

け

、

形

式

の

整

っ

た

編

年

体

史

を

完

成

し

た

功

績

も

特

筆

さ

る

べ

き

で

あ

る

。

「
資

治

通

鑑

」

は

編

年

体

と

い

う

形

式

か

ら

、

治

乱

興

亡

の

迹

、

す

な

わ

ち

政

治

史

の

推

移

を

特

定

の

史

観

に

も

と

づ

い

て

論

述

す

る

 

こ

と

が

主

と

な

っ

た

。

し
か
し
、

あ

ら

ゆ

る

事

象

を

年

月

の

順

に

掲

げ

る

以

上

、

一

つ

の

事

件

だ

け

を

連

続

し

て

記

述

す

る

こ

と

は

で

き

 

な

い

か

ら

、

の

ち

に

「
通

鑑

紀

事

本

末

」

の

出

現

が

求

め

ら

れ

る

。

ま

し

て

社

会

、

経

済

、

制

度

、

文

化

の

ご

と

き

、

連

続

的

で

し

か

も

 

繫

年

の

困

難

な

事

象

に

つ

い

て

は

、

収

録

の

機

会

も

量

も

少

な

い

し

、

古

今

の

変

を

通

じ

が

た

い

の

で

あ

る

。

た

し

か

に

、

胡

三

省

が

、 

通

鑑

不

特

紀

治

乱

之

迹

而

已

、

至

於

礼

楽

暦

数

天

文

地

理

、

尤

致

其

詳

。

読

者

如

飲

河

之

鼠

、

各

充

其

量

而

已

。

(
資

治

通

鑑

唐

紀

 

注

)

と

指

摘

し

た

よ

う

な

要

素

も

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

分

野

に

つ

い

て

も

努

め

て

記

述

す

る
よ
う
慮

り

、

そ

の

発

展

の

過

程

を

編

年

体

の

な

か

三
一
五



に

巧

み

に

組

入

れ

て

説

明

し

て

い

る

こ

と

は

、

大

い

に

認

め

ね

ば

な

ら

な

い

。

し

か

し

、

r

資

治

通

鑑

」

は

あ

く

ま

で

も

資

治

通

鑑

、

す

な

わ

ち

帝

王

学

の

書

で

あ

り

、

為

政

者

の

政

治

学

の

書

で

あ

っ

て

、

そ
の
よ
 

う

な

制

約

は

承

知

の

う

え

で

、

あ

え

て

編

年

体

を

有

利

と

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

そ

れ

は

、

紀

伝

体

に

較

べ

て

、

本

紀

よ
り
な
お
事
件
の
 

説

明

に

詳

し

く

、

毁誉

褒

贬を

容

易

に

し

、

も

っ

て

大

義

名

分

を

明

ら

か

に

し

う

る

し

、

列

伝

を

省

い

て

個

性

を

没

却

で

き

る

か

ら

で

あ

 

る
。

こ

れ

を

通

史

の

発

達

の

立

場

か

ら

み

て

も

、

こ

の

時

期

に

い

た

っ

て

、

は

じ

め

て

本

格

的

な

通

史

が

、

編

年

体

の

形

式

を

と
っ
て
成
 

立

し

た

こ
と
で
、
ま

た

格

別

な

意

味

を

も

つ

の

で

あ

る

。

十

「
資

治

通

鑑

」

の

完

成

か

ら

半

世

紀

ほ

ど

し

て

、
南

宋

の

紹

興

年

間

(
ニ

三

ー

ー

ニ

六

ニ

)
に

、
鄭

樵

が

「
通

志

」

二

百

巻

を

著

し

、 

会

通

史

を

主

張

し

た

。

そ

れ

は

要

す

る

に

、

上

古

か

ら

の

全

代

を

対

象

と

す

る

こ

と

、

詩

書

以

来

の

諸

資

料

を

綜

合

し

て

一

貫

し

て

公

平

 

に

述

べ

る

こ

と

、

礼

制

は

常

に

前

代

の

も

の

を

受

け

て

成

り

、

後

代

に

影

響

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

こ

の

相

因

の

義

を

明

ら

か

に

す

る

 

こ

と

で

あ

ろ

う

。

そ

の

た

め

に

紀

伝

体

を

と

り

、

本

紀

は

三

皇

紀

に

は

じ

ま

っ

て

隋

ま

で

を

扱

い

、

三

国

や

南

北

朝

は

、
魏

蜀

呉

、

ま
た
 

南

北

の

順

な

が

ら

、

ほ

ぼ

平

等

に

併

記

し

、

さ

ら

に

天

下

の

大

学

術

を

総

合

し

て

二

十

略

を

設

け

、

百

代

の

憲

章

の

発

展

の

説

明

に

大

い

 

に

意

を

用

い

た

の

で

あ

る

。

通

志

の

紀

伝

は

、

r

史

記

」

の

博

雅

の

足

ら

ざ

る

を

い

い

、

断

代

の

「
漢

書

」

を

贬す

ほ

ど

に

は

す

ぐ

れ

て

お

ら

ず

、

む
し
ろ
疎
略
で
 

あ

る

と

非

難

さ

れ

て

き

て

い

る

が

、

旧

史

の

文

章

を

損

益

し

た

も

の

で

、

「
唐

書

」

「
五

代

史

」

は

本

朝

の

大

臣

の

撰

修

で

あ

る

か

ら

隋

に

 

と

ど

め

た

、

と

は

み

ず

か

ら

い
う
と
こ

ろ

で

あ

り

、

た

し

か

に

、

通

史

と

し

て

の

立

場

か

ら

、

王

朝

の

対

立

、

ま

た

は

交

代

に

伴

な

う

叙



述

の

不
公
平
、不
均

衡

を

訂

し

た

に

す

ぎ

な

い

。

し

か

し

、

二

十

略

は

、

文

章

も

旧

文

を

用

い

ず

み

ず

か

ら

書

き

お

ろ

し

、

略目
に
つ
い
 

て

も
十
五略
は

創

意

に

も

と

ず

く

と

自

負

し

て

い

る

わ

け

で

、

そ

の

構

成

、

内

容

が

独

創

性

に

富

み

、

礼

楽

政

刑

の

発

展

を

あ

と

づ

け

 

て
、

総

序

に

主

張

し

た

会

通

の

義

を

主

と

し

て

こ

こ

に

明

ら

か

に

し

た

こ

と

は

、

ひ

ろ

く

容

認

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

そ

し

て

、 

「
通
典
」が
疑

い

な

く

政書
類

に

分

類

さ

れ

る

の

に

た

い

し

て

、

「
通

志

」

は

あ

く

ま

で

紀

伝

体

の

史

書

で

あ

っ

て

、

紀

伝

百

四

十

五巻
 

を

有

し

、

そ

の

ぅ

え

で

二

十

略

五

十

一

巻

(
他
に
年
譜
四
巻
)
を

設

け

る

と

い

ぅ

構

成

が

、
通

史

と

し

て

の

意

味

を

も

の

が

た

っ

て

い

る

。

さ

て

、

そ

の

「
通

志

」
藝

文

略

の

史

類

の

分

類

で

通

史

は

ど

う

扱

わ

れ

て

い

る

か

が

問

題

で

あ

る

が

、

「
史

記

」

を

重

ん

じ

、

み
ず
か
 

ら

紀

伝

体

を

と

っ

た

よ

う

に

、

通

史

は

正

史

紀

伝

体

と

い

う

基

本

的

な

考

え

は

変

っ

て

い

な

い

。

す

な

わ

ち

、

第

一

の

正

史

の

部

は

r

史
 

記

」

か

ら

唐

ま

で

項

目

を

立

て

、

漢

以

後

は

各

代

ご

と

に

断

代

史

を

収

録

す

る

の

で

あ

る

が

、

そ

の

末

尾

に

通

史

と

い

う

項

が

あ

っ

て

、 

つ

ぎ

の

二

十

二

部

千

七

百

五

十

二

巻

が

著

録

さ

れ

て

い

る

。

通
史
六
百
ニ
卷
梁
武
帝
撰
起
三
皇
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梁
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史
八
十
巻
李
延
寿
撰

高
氏
小
史
一
百
二
十
卷
髙
峻
撰

^
|

£
+

#

唐
鄭

B I撰
紀
南
北
朝
事
 

令

史

こ

十

卷

爾

粛

撰

(合
史
)

五
代
史
ー
百
五
十
卷
宋
朝
薛
居
正
等
撰
 

五
代
史
纂
誤
五
卷
吳
綱
撰

4
-

一
二
4

^

£

異

| 

£
 

4
-

象
 1

敍

史

記

前

後

漢
三
国
志

晋

宋

斉梁
 

サ

三
：：

pt^
l3
-+
笔

陳

後

魏

北

斉

後

周

隋

士

ー

一

家

史

*

^

#

一一 十
五
卷
晋
義
陽
亭
侯
誰

周
撰
 

北
史
一
百
卷
李
延
寿
撰
 

劉
氏
洞
史
二
十
卷
劉
権
乃
—

孫
 

統

史

三

百

巻

—

復
撰
 

古
史
六
十
卷
宋
朝
蘇
轍
撰
 

五
代
史
記
七
十
五
卷
欧
陽
脩
撰

五

代

志

三

十

卷

 

正
史
削
繁
十
四
卷
阮
孝
緒
撰

三
一
七
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史
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史
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史
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微
十
卷
唐
李
燦
撰
 

正
史
雑
論
十
卷
偽
蜀
陽
九
齢
撰
 

史
列
三
卷
唐
劉
8

こ

の

二

十

二

部

を

検

討

し

て

み

る

と

、

「
十

三

代

史

選

」

な

ど

諸

藝

文

志

に

み

え

な

い

も

の

も

ニ

、

三

あ

り

、

亡

佚

し

て

内

容

を

正

確

 

に

摑

め

な

い

も

の

も

少

く

な

い

が

、

お

よ

そ

三

つ

の

傾

向

が

窺

わ

れ

る

。

一

は

正

史

紀

伝
体
で
あ
っ
て
、

旧

新

唐

志

の

郁

史

、

集

史

に

収

 

め

ら

れ

た

も

の

の

ほ

か

に

「
旧

新

五

代

史

」

が

あ

り

、

そ

れ

に

「
古

史

考

」

(
隋
志
正
史
、
唐
志
雑
史
)
、

「
古

史

」
(
宋

志

.
四
庫
全
書
別
史
)

(
7

)

も

こ

れ

に

近

い

の

で

あ

ろ

う

。

ニ

は

形

式

•
内

容

が

こ

れ

に

準

ず

る

の

で

あ

ろ

う

が

、
隋

、
両

唐

志

で

は

雑

史

類

に

属

し

た

も

の

で

、

r

史
 

雋

」

(
宋
志
史
鈔

)
Y
 

r

合

史

」
、

「
正

史

削

繁

」
、

「
史

要

」

な

ど

で

あ

る

。

三

は

r

史

通

」

の

ご

と

き

綜

合

的

な

史

論

の

書

で

、

新

唐

志

、 

宋

志

と

も

集

部

総

集

類

の

文

史

に

属

せ

し

め

て

い

る

。

な

お

、

「
隋

書

」
志

部

の

「
五

代

史

志

」

三

十

巻

が

単

独

で

挙

げ

ら

れ

て

い

る

の

 

も

、

略

を

重

ん

じ

た

「
通

志

」

と

て

注

目

す

べ

き

で

あ

る

。

つ

づ

い

て

編

年

の

部

も

各

代

ご
と
に

分

た

れ

て

い

る

が

、

正

史

の

部

で

は

通

史

に

入

っ

た

五

代

が

こ

こ

で

は

独

立

し

、

そ
の
次
に
運
歴
 

と

記

録

の

項

が

あ

っ

て

、

前

者

に

は

、

唐

代

以

来

急

増

し

た

こ

と

を

指

摘

し

た

運

歴

関

係

五

十

一

部

百

四

十

八

巻

が

あ

り

、

紀

録

に

は

、 

皇

甫

謐

の

「
帝

王

世

紀

」

以

下

、

韋

昭

の

「
洞

歴

」
、

吉

文

甫

の

「
十

五

代

略

」
、

そ

し

て

「
資

治

通

鑑

」
等

、

従

来

の

雑

史

、

編

年

に

属

 

す

る

も

の

の

う

ち

の

通

史

類

四

十

一

部

VI-
-

十

巻

を

集

め

て

い

る

。

こ

れ

ら

が

す

べ

て

編

年

体

で

あ

る

か

は

疑

わ

し

い

が

、

い

わ

ゆ

る

古

今

を

通

じ

て

論

じ

た

史

で

あ

る

こ

と

は

ま

ち

が

い

な

い

。

孔
舒
元
 

の

r

漢

魏

春

秋

」

九

巻

、

習

鑿

歯

の

「
漢

晋

陽

秋

」

五

十

四

巻

、

賈

匪

之

の

「
漢

魏

晋

帝

要

紀

」

三

巻

な

ど

二

、

三

代

の

も

の

は

、

す
で
 

に
.断

代

の

方

に

収

め

ら

れ

て

さ

え

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

こ

れ

ら

は

紀

伝

体

で

な

い

た

め

に

、

正

史

の

部

の

通

史

に

は

編

入

で

き

な

か

っ



た
が

、

通

史

に

準

ず

る

も

の

と

し

て

、

特

に

一

括

し

て

い

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

し

か

し

、

通

史

は

原

則

的

に

あ

く

ま

で

も

紀

伝

体

 

で

あ

る

べ

き

で

あ

っ

て

、

あ

る

い

は

む

し

ろ

紀

志

体

と

い

ぅ

べ

き

も

の

で

あ

っ

て

、

旧

来

の

維

史

の

大

半

は

、

形

式

は

そ

れ

に

近

く

、

内
 

容

は

利

用

に

便

利

で

あ

っ

て

も

、

ま

た

編

年

体

は

r

資

治

通

鑑

」

と

い

え

ど

も

、

会

通

の

旨

を

備

う

る

に

は

い

た

っ

て

い

な

い

と

い

う

の

 

が

、

鄭

樵

の

考

え

の

よ

う

で

あ

る

。

「
五

代

史

志

」

は

む

ろ

ん

紀

伝

を

欠

き

、

r

史

通

」

な

ど

史

学

史

の

書

も

そ

の

形

式

を

備

え

て

い

る

は

 

ず

が

な

い

が

、

王

朝

史

絶

対

を

退

け

、

す

く

な

く

と

も

治

乱

興

亡

の

迹

を

の

み

敍

述

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

な

い

で

、

会

通

史

を

と

る

立

 

場

が

、

こ

こ

に

も

か

な

り

明

瞭

に

あ

ら

わ

れ

て

い

よ

う

。

高

似

孫

の

「
史

略

」

に

は

宝

慶

元

年

(
ニ
ー
ニ
五
)

の

自

序

が

あ

り

、
史

書

を

お

も

に

そ

の

名

称

で

分

類

し

て

い

る

が

、
通

史

の

項

も

立

 

て

ら

れ

て

い

て

、

梁

武

帝

「
通

史

」
、

李

延

寿

「
南

史

」
、

「
北

史

」
、

高

峻

「
小

史

」
、

姚

康

復

r

統

史

」
、

蕭

粛

「
合

史

」
、
蘇

轍

「
古

史

」 

に

、

「
資

治

通

鑑

」
、

「
資

治

通

鑑

挙

要

暦

」

八

十

巻

、

r
資

治

通

鑑

外

紀

」

十

巻

の

十

部

が

そ

こ

に

著

録

さ

れ

る

。

「
資

治

通

鑑

」

が
正
式
 

に

通

史

と

目

さ

れ

た

の

は

、

こ

れ

が

最

初

で

あ
ろ
ぅ
と
思

わ

れ

る

。

こ

れ

に

た

い

し

、

さ

ら

に

一

世

紀

遅

れ

る

馬

端

臨

の

「
文

献

通

考

」

の

経

籍

考

で

は

、

分

類

が

四

庫

全

書

に

近

く

な

っ

て

、

正
史
の
範
 

囲

も

厳

格

と

な

り

、

む

ろ

ん

通

史

の

項

は

立

で

ず

、

「
資

治

通

鑑

」

は

編

年

に

、

「
東

観

漢

紀

」
、

「
高

氏

小

史

」

は

雑

史

に

繰

入

れ

ら

れ

て

 

い
る
が
、

そ

の

自

序

に

お

い

て

、

鄭

樵

に

つ

づ

い

て

会

通

史

を

唱

え

、

r

資

治

通

鑑

」

の

通

史

と

し

て

の

価

値

を

認

め

て

、

あ
ら
た
な
通
 

史

観

を

提

示

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

r

史

記

」

は

紀

伝

に

お

い

て

理

乱

興

衰

を

述

べ

、

八

書

で

は

典

章

経

制

を

述

べ

た

の

で

あ

る

が

、

班
固
が
断
代
史
を
も
っ

三
一
九



三

ニ

〇

て

史

と

し

て

か

ら

、

会

通

因

仍

の

道

が

絶

え

た

、

「
資

治

通

鑑

」

は

千

三

百

余

年

の

事

跡

を

述

べ

て

、

古

今

を

通

じ

て

い

る

も

の

の

、

理
 

乱

興

衰

に

詳

し

く

て

、

典

章

経

制

に

お

い

て

略

で

あ

る

、

そ

の

前

者

は

相

因

ら

な

い

も

の

で

、

当

該

の

一

代

の

始

終

を

も

っ

て

足

り

、

後
 

者

は

相

因

る

も

の

で

、

そ

の

損

益

は

百

世

に

し

て

よ

う

や

く

知

る

べ

き

な

の

で

あ

る

、

と
。

そ

こ

で

、

杜

祐

の

「
通

典

」
が

歴

代

の

闵革

 

の

故

を

明

ら

か

に

し

た

の

を

承

け

て

、

あ

ら

た

に

唐

の

天

宝

以

後

を

含

め

て

「
文

献

通

考

」

を

著

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

鄭

樵

の

所

論

を

 

よ

り

具

体

的

に

述

べ

た

も

の

で

は

あ

る

。

し

か

し

、

愛

宕

松

男

氏

は

、

こ
こ
に
、

因

仍

せ

ざ

る

、

す

な

わ

ち

非

連

続

た

る

断

代

史

を

も

、 

鄭

樵

の

よ

う

に

は

否

定

し

な

い

で

、

会

通

史

と

な

ら

び

容

認

し

、

「
資

治

通

鑑

」

を

治

乱

興

衰

の

通

史

と

し

て

、

非

連

続

の

連

続

と

し

て

 

認

め

て

い

る

こ

と

を

看

取

し

、

馬

端

臨

の

史

論

に

は

、

歴

史

に

お

け

る

個

別

へ

の

考

慮

が

な

さ

れ

、

そ

の

一

回

性

の

認

識

が

認

め

ら

れ

 

る
、

と

説

か

れ

る

。

そ

し

て

連

続

と

非

連

続

と

を

統

合

し

、

会

通

史

と

断

代

史

と

の

対

立

を

克

服

し

た

も

の

と

し

て

、

馬

端

臨

を

高

く

評

 

価

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

以

上

の

ご

と

き

宋

代

に

い

た

る

通

史

の

展

開

に

つ

い

て

は

、

章

学

誠

(
一
七
三
八
—

一
八
〇
一
)
も

「
文

史

通

義

」
内

篇

に

釈

通

の

章

を

 

設

け

て

略

述

し

、

さ

ら

に

通

史

の

得

失

を

も

論

じ

て

い

る

。

章

学

誠

は

、

修

史

と

い

う

意

味

で

は

記

注

を

退

け

、

撰

述

を

重

ん

じ

た

か

 

ら
、

r

史

記

」

は

紀

伝

体

を

創

始

し

、

古

今

を

通

ず

る

も

の

と

し

て

、

「
通

史

」

は

衆

史

を

包

羅

す

る

も

の

と

し

て

、

「
通

志

」

は
古
今
の
 

学

術

を

総

合

し

た

も

の

と

し

て

、

「
通

典

」

は

前

史

の

書

志

を

統

合

し

、

よ

く

経

制

を

明

ら

か

に

し

た

も

の

と

し

て

、

あ

る

い

は

r

資
治

 

通

鑑

」

は

編

年

体

を

創

始

し

、

従

来

の

編

年

史

を

総

括

し

た

も

の

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

に

通

史

を

評

価

し

、
逋

史

の

六

便

ニ

長

三

弊

に

つ

 

い
て
も
、

整

理

に

要

を

得

て

傾

聴

す

べ

き

で

あ

る

が

、

基

本

的

に

は

鄭

樵

の

史

論

を

継

承

す

る

立

場

に

あ

る

。

鄭

樵

の

あ

と

、
袁

枢

(
一 

一
三
ー
ー
一
二
〇
五
)

の

「
通

鑑

紀

事

本

末

」

を

は

じ

め

と

し

て

、
通

史

に

あ

ら

た

な

傾

向

が

加

え

ら

れ

も

し

た

が

、
通

史

意

識

の

展

開

は

、



十

八

世

紀

後

半

の

章

学

誠

を

経

て

、

近

代

歴

史

学

が

伝

え

ら

れ

る

ま

で

、

こ

の

傾

向

の

上

に

行

わ

れ

た

と

考

え

ら

れ

よ

う

。

註
(
1
)
 

本
稿
は
全
篇
に
わ
た
っ
て
、

つ
ぎ
の
諸
論
考
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

内
藤
虎
次
郎
.
支

那

史

学

史

(
一
九
四
九
年
•
弘
文
堂
)

金

毓

黻

.
中

国

史

学

史

(
一
九
四
一
年
.
商
務
印
書
館
)

岡
崎
文
夫
.
支
那
史
学
思
想
の
発
達
(
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
.
一
九
三
四
年
)

宮
川
尚

志

.
六
朝
時
代
の
史
学
(
東
洋
史
研
究
五
—

六

.
一
九
四
〇
年
)

小

林

昇

*
ハ
朝
時
代
の
史
学
(
東
洋
思
想
研
究
第
五
.
一
九
五
三
年
}

愛
宕

松

男

.
会
通
史
と
断
代
史
——

中
国
史
学
に
於
け
る
連
続
と
非
連
続
の
問
題
——

(
歴
史
第
三
輯
.
一
九
五
一
年
)

内

藤

戊

申

.
断
代
史
に
つ
い
て
(
石
浜
先
生
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
.
一
九
五
八
年
)

内

藤

戊

申

.
鄭
樵
の
史
論
に
就
い
て
(
東
洋
史
研
究
ニ
ー
一
.
一
九
三
六
年
)

張

須

•
通

鑑

学

(
一
九
四
八
年
•
開
明
書
店
)

(
2
)
 

文
献
目
録
を
通
し
て
見
た
六
朝
の

麽史
意
識
(
東
洋
史
研
究
一
八
—

一
.
一
九
五
九
年

)
。

(
3
)
 

魏
書
卷
十
五
昭
成
子
孫
列
伝
常
山
王
遵
伝
附
。
し
か
し
こ
の
巻
は
宋
代
ま
で
に
亡
佚
し
、

他
書
を
も
っ
て
補
わ
れ
た
。

次
に
本
文
に
述
べ
る
よ
 

う
に
、
科
録
の
記
事
の
下
限
を
晋
宋
と
し
、
遵
の
卒
年
を
神
亀
元
年
と
す
る
な
ど
、
北
史
と
異
る

と

こ

ろ

が

あ
る
。

(
4
)
 

史
通
に
済
陰
王
暉
業
と
あ
る
の
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
浦
起
龍
が
史
通
通
釈
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
5
)
 

牧
田
諦
亮
氏
の
翻
刻
が
あ
る
。
仏
法
和
漢
年
代
暦
に
つ
い
て
(
南
都
仏
教
ニ
ー
号
.
一
九
六
八
年
)
。

(
6
)
 

「
僧
史
略
」
小

察

(
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
.
一
九
六
三
年
、
隋
唐
仏
教
史
の
研
究
所
収
)
。

三
ニ
ー



三
ニ
ニ

古
史
考
に
は
清
の
章
宗
源
の
輯
本
一
巻
が
ぁ
る
。
古
史
は
明
刊
本
、
掃
葉
山
房
刊
本
が
ぁ
っ
て
、

七
本
紀
、

十
六
世
家
、

三
十
七
列
伝
か
ら
成
 

り
、
伏
犠
神
農
か
ら
秦
始
皇
ま
で
を
収
め
る
。


